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はじめに

このたびは．本製品をお買上げいただきまし

てありかとうございました。

この取扱説明書はあなたの機械を常に最良の

状態に保ち、安全な運転作業をしていただ＜

ために、正しい取扱い方法と筒単な手入れに

ついて説明してあります。ご使用前によくお

読みいただき、充分理解してからご使用して

いただき、安全で上手な作業にお役立てくだ

さしヽ。

また、お読みになった後も大5]に保管し、本

機を末長くこ使用いただけますようにご活用

ください。

本書では形式仕様の異なる製品を次のように

表示しています。

【例I

9 ヽイ／ぐワーシフト形式名・・・・・・・・・・・・・・・•FX 

メカニカルミッション形式名•…•… ••F

4祐駆勁仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • D 

Iiii給倍速仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・V

OK-UF"O仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・U

クイックヒッチ仕揉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • K 

センターロータリ仕様・・・・・・・・・・・・• •…• •C 

サイドロータ I)1十様•.．．．．．．．．．．．．．．．．..． •S

※〇ータ 1)につきましては、ロータリの

取扱害をご覧ください。

FX235DVUS 

ハイパワロ：卜 戸］三は認玉タリ仕様

4輪駆動 前輪倍速



このトラクタの主な特畏 1墨累血II

パックするときロータリが

自動的に上昇する

バックアッフ機構

作業機の上下が

す早く確実な

かんたん.t"'Fスイッチ
主変速レバーをrR」（後進）に入れると、

自動的にロータ l)が上ります。さらに、

後進時に作業機が上ると 1柑る場合は、ス

ィッチで簡単に解除することができます。

125ベージ参照。

主要函祀

101399ぷ`

深く浅くの耕うん調節が

簡単にできる

露遷■●ロータリ
ロータリカパーが回動し、深耕から代か

きまで理想的なカバー他閤に調節でき｀

深耕しても烏力をとられません。

従来は、作業機の上下と位置設定をポジ

ションレパー 1本で行なっていました。

そこで作業機の位置設定のための機能と

作業機の上下のための機能を分けて、ウ

ンタッチで作業檎を上 Fできる、作業機

昇降スイッチを操作しやすい位雀に配湿

し、作業機の上下操作がよりす早く確奏

に行なえます。 24ページ参照。

スイッチの
作業楼合の上・下カ'I， 
、ぐゥ～

／
 

1093991A 

マイコン制御で簡単操作

OK-UFOcu仕様）
深さダイヤルをまわすと自動的にロータ

リカパーが[!!]勁し、理想的なカバー位置

を選択します。また｀ボタンを押すだIt

でUFOマチック｀才ートロータリ、パッ

クアップ機樅などが自動にセットされま

す。
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サービスと保証について

機械の不具合は、早期発見するように心が

け、適切な整備をしてください。機械の調

子が悪いときは、お買い上げいただいた販

売店、お近くの当社支店までお気軽にこ蓮

絡ください。その際 r形式名と製造番号」

を合わせてご連絡ください。

形式名と製造番号――-=~，t F 
(<:. 

エンジン名称とエンジン番号

.'・11r+
＇L
"
'
9
,
．

I
 

9
,
 

，
 

トラクタの保証と点検整備

1)弊社規定の点検整備表にしたがって、 3

回の点検整備を無料で受けることができ

ます。（トラクタ保証書を御参照願います。）

第 1回目・・・・・納入直後（納品時の取扱い

運転指導を含む）

第 2回目……納入後起算 1ヶ月または、

使用時間50時間のいずれか

早い時期。

第 3回目・・・・・・納入後起算11ヶ月または、

使用時間 300時間のいずれ

か早い時期。

2)第 2回目． 3回目の点検整備は、指定の

時間、または期Bがきたらご購入先特約

店または農協1こ点検整備を申し込み、指

定整漏工場で点検整偏を受けてください。

※上記指定の期日、または使用時間を過ぎ

た場合は、無料点検を受けられなくなり

ます。

※エンジンおよび本機で封印されている所

はさわらないでください。性能を大きく

悪くするばかりか、封印が外されたと認

められる場合は、一切の保証を受けられ

なくなります。

なお、詳しくは保証書をご覧いただくよ

うお願いいたします。
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公道走行とナンバーブレートについて 違点＆ださLI|

公道走行をするためには 必ずナンパープレートの交付を
受けてください

このトラクタは．道路述送車両法の小型特

殊自動車です。

●公道を走行する場合は、小型特殊自動車

の返転免許証が必要です。必ず免許証を

所持してください。

●勝手に構造等を変更した場合は、小型特

殊自動車の対象外にな＇）｀公道を走行す

ることがでさなくなることがありますの

でご注意ください。

小型特殊自動車の大きさ等

全 長 4. 7m以下

車体寸法 全 幅 1.7m以下

全 高 2.0m以下

最 高 速 度 I Skm/h以下

内燃機関の総排気量 ISOOc.c.以下

●作業機を装著して公道を走行すると、道

路運送車両法に違反します。必ず作業機

を取外して走行してください。

●作業により変更した輪距などは、必ず標

準状態に戻してから走行してください。

(36-37ページ参照）

●道路交通法等関係法規を守り、安全な走

行を心がけてください。

このトラクタは小型特殊自動車なので、公

追走行をするしないにかかわらず、必ずト

ラクタ取得の届出を行ない、ナンパープレ

ートの交付を受けてください。

交付されたナンパープレートは、ナンパー

プレートプラケットに取付けてください。

く届出のLかた〉

小型特殊自動中販売証明書（各特約店・農協

が発行します）ならぴに、小型特殊自動車届

出書に軽自動車税を添えて、市町村役場へ

提出してください。

※市町村により、手続きが多少異なります

ので詳しくは、特約店または農協にご相

談ください。

損害賠償保険について

農耕作業用小型特殊自動車は、自動車損害

賠償保険法第 2条の「自動車」から省かれ、

強制保険の対象から除外されておりますc

万ーの場合を考えて自動車保険の契約を希

望される場合は、自動車共済、または任意

自動車保険1こご加入ください。

6
 



安全に作業していただくだめに必す守つて
いただきたし、こと 邑―:gくだ試,,

心も身体も健康な状態で

洒を飲んだとき、過労ぎみ、お訊や妊如し

てしヽるときは、作案をしないでください。

遅労病見 飲酒蓮転

作業前・作業後に必ず点検を

トラクタを使用する前に必ず仕業点検をii

い、輿常箇所は直ちに悠錨してから作業を

始めてください。また、作業終了時も点検

を行って巽常がないかをチェックしてくだ

さい。

点検整備終婢累I

点検整備をするときは

必ずエンジンを停止して

トラクタの点検籾備や作業機の調整をする

ときは必ずエンジンを［いか駐取プレー

キをかけて作業機昇降用の油圧ストップパ

ルプを締めてから行なってください。

1年ごとに定期点検整備を受け

て、機械を最良の状態に．／

機械の整備イ山による事故などを木然に防

止するために、 1年ごとにヤンマー整fi1/1.l

場で定期点検・整術を受け，各部の保安を

確保してください。特に、燃科パイプや、

ゴムホース類、電気配線は 2年毎に交換す

るようにして、常に機械を最良の状態で安

心して作業が行えるようにしてください。

ヽヽ、検

909du 
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安全に作業していただくだめに必ず守つていだだきたいこと R 

路上を走行するときは左右の

プレーキペダルの連結を確認．／

道路や農道を走行するときは、必ず左右の

プレーキベダルを連結し、安全運転にここ

ろがけてください。

狭い農道や傾斜地は、

スピードを落して慎重に

溝のある農迫や、両側が傾斜している農道、

路肩に草が生茂っている所や、面ふりの中、

または直後は、路肩に十分注意して｀スピ

ードを落して走行してください。

． 

101加1C~ • ~•.日． •7 "-：●●●：’ 

読みいただき、

この他にも、本文中にも安全で快適な作業

を行なっていただくためにぜひ守っていただ

きたい、安全マーク図と注意マーク【注意］

の項目を記載Lております。よくお読みい

ただぎ充分理解して必ず守ってください。

更に、納屋の壁や、目立つ所に貼れる安全

ポイントを抜粋した rトラクタ安全作業ポ

スターJ および r安全作業説明書」を本機

に添付Lてありますので、合わせてよくお

安全運転にこころがけてく

ださい。

トヨつS
彎皇11-●贔スター

< 
，．専疇じ“エc

'' 9』••, ~. 

便用マークについて

国

【注意】

互

心

安全に作業をしていた

だくため、ぜひ rこれ

だけは守っていただき

たいこと」を説明して

います。

本懐の作業性能を品大

糾に発揮させるための

説明をしています。

機械をよく理解して、

安全に作業していただ

くために、r必ず読んで

いただきたい」項目で

す。

『本機のどの方向から見

ているか、「見ている方

をあらわしていま向」

す。

醤言月
~ ̀--........--ャ

'—••一

8
 



9

各部のなまえ
この取扱書の駁明図は、本懺FX215Dを基準にしています。

ヘッドランブ

マフラ

テールランプ

フラッシャランプ

'"釦9A

ナンパープレート

取付位置

違ぶ伍、1

燃料•綸油口

アクセルレパー

燃料コシ器



各団のなまえ 違温＆血1|

計器肇

ライトスッチ メインスイッチ

フラッシャスイッチ

クラッチペダル

ホーンポタン

デフロックペダル

油圧ストップ
スローリターンバルプ

副変速レヽく—

アクセルレパー

プレーキペダル

前輪駆動切替レバー

PTO笈這レパー

駐車プレーキレパー

丁ーニ
ル

：

釦

主

力

仕

二

F
 

力

様
メ

仕

（

909』u、C

作業機昇降スイッチ

バックアッブ切替スイッチ

ポジション
コントロールレバー

ォートロータリレパー

ライトスイッチ

フラッシャスイッチ

クラッチペダル

計器盤

，，インスイッチ

アクセルレパー

プレーキペダル

ホーンボタン

デフロックベダル

前輪駆動切替レパー

PTO変速レバー

駐車プレーキレパー

主変速レパー

パックアップ切替

スイッチ

作彙機昇降スイッチ

油圧ストップ
スローリターンパル

ヽ
90999 

ポジション

コントロールレパー

豪図は｀ FX1950です。 副変速レパー OK-UFO 
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各部のはたらきー名諸翌菩喜瓦 邑一比ください

エンジンコントロール関係

〇メインスイッチ

'°"""' 
0デコンプレパー

〇アクセルレパー

Rフート
アクセルペダル

〇メインスイッチ

109329韓

エンジンの始動に使用します。

「OFF」

roNJ 

エンジンが停止し、電流が流れ

ません。（キーを抜き取れます）

各電装品スイッチに電流が流れ

ます。

エンジンが停止している場合、

エンジン油圧パイロットランプ

とチャージパイロットランプが

点灯します。また、外気温度に

よりサーモスタートパイロット

ランプも点灯します。

セルモータが回転し、エンシン

が始動します。エンジンが始動

しますとキーから手を離してく

ださい。キーは自動的に「ON」の

位区に戻り、連続述転に入りま

す。

I Oアクセルレパー

―- I 

/1/'ごミミ
/9 ~ ＿ -~ 

りヽ

くなる

エンジン回転を早くしたり、遅くしたりす

るのに使用します。一定阿転で作業する場

合に使用します。

〇フートアクセルペダル I 
フートアクセルペダル 111； くさ＼、 ＇， 

エンジン
＼心～し‘¥9 [ 

回転が遅、く

応 、囀エンジ /Vヽ
～‘ 回転が速くなる

’̀’ 
エンジン 19i]転を＇＇’-くしたり、遅くしたりす

るのに使Illします C -iこ1こ路上走行時に使用

します。

〇デコンプレパー

¥＇, 
露手で押し

／` ／ 

¥ --/‘ 

＼ ，＇弓 1くと

¥ ／’17 ¥ 
¥'I  ＼ 

エンシンの圧縮を抜く（始動時）のに使用し

ます。始動後は手で押しもどしてください。

エンジン停止には使用しないでください。

'"釦99

|
1
 

rsTARTJ 

11 



各祁のはたらき一ーなまえとはたらきをよく覚えてください。 邑芸¢訊I

走行•PTO関係

F(X)195(D) ,.駐車プレーキレバー
● 999“`• —‘̀  

〇ク

i
 

こ一
[
-
[
I
i
[

9095999£ ｀ぃ主変遼レパー

F(X)215(D)～F(x)翠 S(D)．

〇クラッテ•|HOデフロックし厨，］ダル

〇醐弯造レバー¥¥---←じ〇前輪駆動レパー

"'ー一←鴫 8 --- - 0主変速レパー
909面？9

し変速レパ:....

FX仕様 F仕樟 I 

R 
、/
/< 

パワーシフト(FX)は言クラッチペダルを踏

まずに変辿ができます。

[ O副変速レパー
F(X)215(D)-

F(X}1年 (D) F(X)2SS(D) _. 
ぞづ副変速レバー

¥9“  

> i,llj 
‘-• ’̀  ・ヤ -;,~. 

7 2"も噂f、 ‘ ̀  
ね島］1i/人¥ N;i/ 

ヽ、 l乏：＇
109頭澤 ~—-- 101渾滋 ｀ 

副変速レパーは 3段階に変速でき、主変速

との組合わせで、前進9段・後進3段の変

速ができます。

クラッチペダルをいっぱい踏込んで変速し

てください。

I 8PTO変速レバー
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F"(X)19S(D) 

印9割如 ‘し ,o,... c 

二

.、 PTO変速レバー

、•.． 4 ．、・ -ジ＇

90函い ．‘・｀ゞ• ',ei 
ミ必・プ
9093年． 3iジ、

,Lir辿度ii;i進3段・後進1段に変辿ができ

ます。クラ・ッチペダルをいつばいに踏込ん

で変辿してください。

PTO軸（動 jJ取り出し軸）の l•l転数を F"(X)

195は 3段隋、 F(X)215以J・は4段階に

変速できます。

クラッチペダルをいっぱいに踏込んで変辿

してください。
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各祁のはだらきーーなまえとはたらきをよく覚えてください。 1墨忠血1|

〇プレーキペダル

コネクタ
~ヽ

， ， ー

‘ ‘・・
左プレーキ
,m~而n

..ヽ・＼ 
,I， 
I, 

路上走行時は
結する

右プレーキ

左右それぞれ独立し、ほ場内で小同りする

場合、片偲lずつの後輪にプレーキをかける

ことがでぎます。路上走行時は必ずコネク

タでペダルを連結して走行します。

c0駐車プレーキレパー

399匹， 9 ー、 ――-9093函して下
F(X)195(D)はプレーキペダルをいっぱい

に踏込んで、駐車プレーキレバーを手前に

弓Iいてください。解除するときは、レバー

を ~i」方に押すと解除されます。

F(X)215(D)-F(X)265(D)は、レバーを

上に引き上げると駐車プレーキか働き、解

除するときにはレパー先端のポタンを押し

て、レパーを下げます。

豪左右のプレーキペダルは、コネクタで連

結しておいてください。

凶ラッチペダル __J 
クラッチペダル

909ぶ9氾

--• S女t 、~~ ：-・ • -‘-:‘, ,.,.. 

｀ 
-̀．・ • 

｀イ・‘•
,・.ヽ・̂．ヽ． 9

I,‘̀ 

（； 
‘~'‘‘ 

エンシンの!WJ力をltiit:,するのにf史）Ijします。

〇前輪駆動レパー(D仕様）

J<--

,c.1e・ 

F'(X)21 SD-F'(X)空SD

前輪駆文三{r4輪駆動になる
、J勺ぼ輪駆動になる

90ぼ氾" Ii ,― 

2輪駆動と 4粕駆動の切換えをするとき 1こ

使用します。

クラッチペダルを踏込んで操作してくださ

＼ヽ。

'Rデフロックペダル

デフロックペダJc'＇ミt『玉と解除される
デフロック装置
／が働く崎袋グ

909巫 D、ジ
後輪の片輪が空転した場合、両）1,輪を一体

に駆動させる装丙で、スリップI;}i.ti:1：：役立

ちます。



各部のはたらきーーなまえとはたらきをよく覚えてください。 |邑土だ訊11

Rクリープレパー（オプション）

F(X)195(D) 

＼ 

三＼

F"(X)21S(D)-F"(X)26S(D) 

ク,,~

101.-・--・. 
1/＼憂i

、一
ー',/, ,<'/ 

超低速（クリープ速I変）の入・切に使用しま

す。

，油圧関係
I 
I 

I 

0ポジション 、

コン tロールレパ;:- ( -』]
Rォートロータリレパー
←→一
、/

ぞ で3泣

〇作業機昇降スイッチ

こ戸
作業機が'
ゞ下がる ～ ＼ 

慶
ックアップ切替
ィッチ

“ トップ・
リターンパルプ

K. ̀‘ し：^～、こ占：”力’
109*mr 

作業機をーI:．げ、下げするのに使用します。

ポジションつントロールレパーで作業機位

閤を設定じますと、作業機昇砕スイッチで

作業機を_l-―げ、下げしても耕深はポジショ

ンコントロールレバーまたは．オートロー

タリレパーで設定した位匿1こなります。

: | 0ポジションコントロールレパー I 
ヽ

' ~' 0¥ ーボジションコントロール

I {； ：: ：:：：ィ：竺1カしレ`＇：／T： ： 1:>,._ 
しー 、

業機は下がりません。

14 



各部のはだらき一一＿なまえとはたらきをよく覚えてください。 内

Rォートロータリレパー

• I -
ミ・9つ

＼ 
～ 
＼翌図苓

··•. 

＼ゞゞ、、ら‘¥
澪ダ＇ハゞ
、、ジ．9‘

＼ヅ
オートロータ l)の耕深調節を行・います。

[0パックアッブ切替スイッチ
ォートロータリ
レパー

901如 9

目盛位蘊

I - 4 

4 ~ 8 
9 - 10 

作棠内容

代かき、浅耕

一骰耕うん

深耕

【注意］

●目盛位置10以上ではオートロータリは作

動しません。

●目盛の数字は、深さをあわせるための目

安です。

同じ目盛でもほ場条件により、深さが変

わります。

〇油庄ストップ・スローリターンパルプII
ヽヽ ．． ．． ~~-—-• -～～ 業機の ¢,．～三

下降速
速くな

、王’作業機の
J 
下降速度が
逼くなる

いっぱいに回すと油圧力’
ストップする

作業機の下砕速度を調節するのに使用しま

す（スローリターン機能）。

また、右へいっばい回すと作業機昇降装窟

への油圧がストップします。

”'トい―F

点灯しているとき 、・’ l 

パックアップ機精が色乙イ／
働く '-押すとランプが消え～， 

（ヽ、
/＜ヽ、もう一度押すと点灯

｀ヽ`でこ～ふ↓
ヽ廷2・ヘ、＼、、ヽ
、ヽヽ 、＼‘‘‘

9093XC 

ランプが点灯しているとさ、主変迷レパー

を「R」（後進）の位広に入れると自動的に作

業機か上かります。このとき、バックプザ

ーが嗚＇）ます。パックアップスイッチを押

すとランプが消え、パックアップ機構は働

きません。

R油圧外部切換えレパー
ヽ -・・・-
外部切換レパー

ローダー唸の油圧外部取t}＇，目を 1史用する作

某機を取付けるときに使用します。

外部取り出し口！よ38ページを参照してくだ

さし‘°

I 
プラウ、スキ作業などで、 ドげクッション

を働かさないときに使用します。

〇下げクッション解除レパー ゴ

互`／
15 



各邪のはだらきーなまえとはだらきをよく覚えてください。 1墨認ださLII

電装関係

I I'●ーフラッシャスイ
1 訥迅幻l!!I

〇フラッシャスイッチ

右側が点灯

'°'"'" 左側が点灯

メインスイッチを 'ON」位沼にしてフラ・・9

シャスイッチを上に上げれば右側、 おろせ

ば左側のフラッシャランプが点•KT します。

｀ 点灯しないときは｀ 62ページを参煎してく

ださい。

| 0ライト

I—---―-I二 □
心 1へ◎這ぅー
909如 9 消灯 上向照射 下向照射

メインスイッチ「ON」でライトスイッチを

右側に 1段廻すと」；向照射、

l{,I照射になります。

2段迦すと下

点灯しないときは、 62ベージを参照してく

ださい。

・1 

Rホーンポタン

］ロ
ホーンポタン

l 
909和 B

メインスイ・1チを roN』f立訳にしてホーン

ポタンを押せば、ホーンが叫ります。

叱らな tヽ ときは、 62ページを参照してくだ

さい。

|0R R 

｀ 

‘’ 
R R.0 R R R 

909991事

〇サーモスタートパイロットランプ

.909399a:' 

外気温5℃付近よりメイン

スイッチを roN」の位置に

すると点灯してヒーターに

通電した℃とを示します。

ランプが消えてから（自動

的に消える） rsTART」位置

に回し、 エンジンを始勁し

ます。

サーモスタートランプ点灯時間は、冷却水

温によりヒーターの通電時間が変わります。

〔参考） 冷却水温5℃以上・・・・・・

1秒以下

冷却水温5℃以下・・・・・・

3 -15秒

16 
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各部のはだらきー―ーなまえとはだらきをよく覚えてください。 色認蕊L¥|

プンラ卜ツ口イ.‘
 ノジヤチR

 

．
．
 

9

9

 

!-

I 
メインスイッチ「ON」の位

置で｀ランプが点灯してお

り、始動後エンジン回転か

上がり充電し始めるとラン

プが消えます。ただし、エン

ジン回転がIOOOrpm以下で
は充電しません。充屯する

ときは、 !500rpm以上にし
てください。

| 0ラジェータ水量バイロットランブ玉］ ；：．L夕0.,,,W□Lの人:::：:9:
101”'2D 

ンプが点灯しますので、冷

却水を上限(FULL)まで補

給してください。補給は54

ページを参照してください。

〇エンジン油圧パイロットランプ

竺
i

メインスイッチを rON」に

すると点灯し、エンジンを

始動するとランプは消えま

す。エンジン回転中に、油

庄ランプが点灯するときは｀

潤滑油回路に異常が発生し

たからです。すぐエンジン

を停止して不具合箇所の原

因を調べてください。

Rリフトアップランプ

リフトアップ 甚t
90939990 

パックアップ機構や、作業機昇降スイッチで

作業機が上がっているときにランプが点灯

します。作業機を下げるとランプは消えます。

R駐車プレーキパイロットランプ
(F215(D)•FX215(D)•F235(D) 
F"X235(D~•F"255(D)•F"X255(D) 
F265(D)•FX265(D) ) 

困す。

901399,0 

駐車プレーキレパーを引き

上げるとランプが点灯しま

〇パッテリ液量・比重パイロットランプ

已
メインスイッチを「ON」に

してもランプは点灯しませ

ん。もしランプが点灯した

ときは、まず、バッテリ液

を点検し、不足の場合は補

水してください。パッテリ

液量が規定益：ある湯合は充

屯がィ＜足していますので充

電してください。

| Rェンジン回転計 I 

./ 一呵0 -「―•一：ヨーエンジン回転数を指針で示

ーします。
ロ

909399お

! 

! | R積算時問計 I 

|0|0|0|0|e|I|トラクタの使用時問を数字
90139証 で示します。右端の白枠内

の数字を 6倍するとr分J単

位の時間となります。



各部のはたらき一ーなまえとはたらきをよく覚えてください。 I墨g伍、1

| RPT0回転計 ！ 
PTOl 速・ 2 速 •3 速• 4速

の回転数を指針で示します。

,(F'(X)195は 3速までです。）

PTO 4速の回転数を示す。
PTO 3速の回転数を示す。

--PTO2速の回転数を示す。

”'399,. 

I R燃料計
PTO I速の回転数を示す。

I 
燃料の残景を指針で知らせ

ます。針が斜線区域を示し

た場合は早めに燃料を補給

してください。

R水温計

運転中の冷却水温を指針て

示します。針が赤色区域位

置を示した場合は、作業を

中断して点検してくださし｀o

赤色区域

働チェックスイッチ ！ 
~..... 

ッチ

OKチェッカーの各ランプの切れ、

断線をチェックします。メインスイッチを

roN」位而にしてスイッチを押すと、サーモ

同路の

スタットパイロットランプと、駐串プレー

キパイロットランプ(F"(X)215-F"(X)265 

に装備）以外の全てのランプが点灯します。

点灯しないときはランプ切れか阿蹄の断線

です。販売店で修理してください。

ー

プ
ンラ
rュJ

シツダ

-l-

夜聞作業時に足元を明るくします。

ランプと連動して点灯します。

ヘッド~

●テールランプ

ヘッドランプと連動して点KTします。

テールランプ

：へ rl!l

その他

ドライパーシート調節レパー

トライパーシートを運転者の体格に合わせ

て 5段階に調節するのに使用します。

18 



各団のはたらき—ーなまえとはだらきをよく覚えてください。 慢ぶ如吋

［マフラ角度調節ポルト

角度調節ポルトをゆるめて、マフラの9l'tili

I」を 120'~"」すことができます。作業条件に

合わせて9兵出口を調節してください。

リヤポックス

T．具箱と小物類が入れられます。

F(X)195(D) 
， ， 

・・, 

J ヽ•. ・̀  -． -- 一
『_

．~一＝ ．＿ ミ戸
． 

ヽ

ヽヽ ‘

、ノ

. 
ヽ..、

・文？ヽ
・‘‘ 

90939"'̂ 
．ヽ‘ 工具箱

F'(X)215(D)-F'(X)265(D) 

リヤポックス

』
」
芦

L
、.

、
＼
↑
／
＼
＼
八

¥
¥
¥
し
,1-

、
¥
、
9
,
1

,
'
・
‘
.
 

``‘
 

L, 

＼
 

/／今
• ~”- -

｝ ,~. 
i.  -" 
_― 

909399心 畠
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運転と作業のしガだ話開認雲恥凸己』

1．お使いになる前の
点検

安全で快適な作業を行なうに

は、 トラクタを使用する前に

必ず仕業点検を行い、異常箇

所は直ちに整備してから作業

を始めてください。また｀作

業終了時も点検を行なって異

常がないかチェックしてくだ

さい。

点検は次の順序で行なってく

ださい。

I①前日の異常箇所

|R只芸のまわりを廻I

●各部の変形．積偽．汚れ

●タイヤの空気圧、摩耗度

合、損傷•••63ページ

109と心

●車体各部の損偽、ポルト

のゆるみ

|Rポンネットを開けてみて 1

●エンジンオイルの量と汚

れ、油もれ•••49ページ

●燃料の量と燃料もれ、燃

科パイプの損傷・・・55• 57 

●冷却水の量と水もれ、ホ

ースの損偽•••54·57ペーシ

H939加

国下記の事項を必ず守ってください。

●パッテリ液の量•••56ペー

ジ

'"よ心D

●エアクリーナの汚れ •••56

ページ

90939Z9ム

●冷却ファンペルトの張り

と損傷・— •61 ペーシ

9092XBB 

●点検・整饉を行なうときは、必ずエンジンを停止させてから行なってください。

•ェンジンが熱い間は、海油・給油は絶対にしないでください。

●燃料補給時は、くわえタパコ・礫火照明は絶対にしないでください。

●作業織の下へもぐったり、足を踏込んだりしないでください。

●燃料を補給したときは、燃料キャッブを軍実に締め、 .:.1まれた燃料はきれいにふきとって

ください。

20 
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還転と作業のしかだ―蛭事頂を鯨宍つて、上手に作業してください。国tE＆ださしII

●ラジェータグリルやエン

ジンルーム内のほこりや

ゴミ •••56ページ

909”2 

●配線コードの被覆のはが

れや接続部のゆるみ…57

ページ

909心m[

I④ロータリ側へ回ってみて
●ドライプシャフトのロッ

クピンの PTO軸への挿

入状態

●各部のRピンの差し込み

状態

●爪取付ポルトのゆるみ

●ロータリギャポックスの

オイル量

●ロータケースのオイル量

909如 B

I⑤運転席に座ってみて
●プレーキの作動具合と遊

ぴ量•••59ベージ

そ古
ゃ

909i9 ... 

●ハンドルの遊び量…61ペ

ージ

9093999C 

●クラ 9チペダルの作動具

合と遊び量•••60ヘージ

15 あ

1012704B 

I⑥エンジンを始動してみて 1

●エンジン始動後の異音

9099て

●排気ガスの色•••63ページ

•ランプ・メータ類の作動

・・・16・17・18ページ

909J‘’uu 



還転と作業のしガた一安全事項を必ず守って、上手に作業してください。し93塁ここ］

2．エンジンの停止・始動のしかた

［始動のしかた

暉料コックをroJの位匿1こします。（開の

状態）

②主変逃レパーを「中立」、 PTO変速レパー

をr中立」位置にします。

③ボジションコントロールレパー、オート

ロータリレパーをr解除」の位置にし、メ

インスイッチを「ONJ位置にして、計器

パネルのリフトアップランプが消えてい

ることを確認してください。

【澁意］

●ポジションコントロールレパー、オート

ロータリレパーカ<r解除バ立直でない場合、

また、リフトアップランプが点灯してい

るときにエンジンを始動すると、作業機

が急にあがることがあります。

※＇）フトアップランプが点灯している時は｀

油圧昇降スイッチを下咋側に操作してく

ださい。ランプは消灯します。

④アクセルレパーをr最高回転J位置に Lま

す。

⑤サーモスタートランプが消灯してからク

ラッチペダルをいっばいに踏込んで、メ

インスイッチを rSTART」（スタート）位

霰にしますc

⑥エンジンが始動したら、すみやかにメイ

ンスイッチから手を離してください。

既に•"
1093299Ci 

アクセルし／`し
四回栖に•••
ンスイヅ今
rON」に•••
のェンジ汲繍條
手ち輝す

※エンジンが暖まっているときは、サーモ

スタートランプは隣時に消えます。

※バッテリの充電量が不足ぎみの場合や寒

冷時にセルモータの回転が上がらない時

はデコンプレパーを引き、エンジンに勢

いが付いたら、デコンプレバーを元の位

置に戻して．エンジンを始動してくださ

し‘•

※安全スイッチの働きによリクラッチペダ

ルを踏込まないとセルモータが固りませ

ん。

22 
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⑦エンジンを1500回転ぐらいに下げ、約5

分間は負荷をかけずに暖機運転を行なっ

てください。

エンジン回転計

。-10939nc 
【注意］

●セルモータは、大電流を消費しますので、

10秒以J:.の連続使用は絶対にしないでく

ださい。

(10秒以内で始動しなかった場合は、いっ

たんスイッチを切って 1分以J:.休止して

から、⑤の操作を繰返してください。）

●エンジン回転中は絶対にメインスイツ

チを 'START」（スタート）位置にしない

でください。

国下記の…を必ず守ってください。

●エンジンを饂動する前に、仕鑽点検を行

なってください。

●エンジン飴動疇は、レパーの位置と周圏

の安全を纏認してください。

●必ず遍転席に塵ってエンジンを飴動して

ください。

●エンジン襲機遍転は、閉めきった宣内で

行なわないでください。

●曝楓運転中は、必ず駐車プレーキをかけ

てください。

停止のしかた． 

①アクセルレパーをr低速回転」位孟にして、

メインスイッチをroFF」位il:Iこするとエ

ンジンが停止します。

9093999A 

9ー・ーーに•••

刈ンスん介屯
rOFFJ 
そしてキー色抜く

【注意］

エンジンを停止するときは、絶対デコンプ

レパーで停止させないでください。

23 
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3．作業機を上下させるには

作業機を上下させるには、作業機昇閂スイ

ッチを使用します。（ほ場外ではポジション

コントロールレパーにて上下してください。）

作業機昇降スイッチをr上J位置に操作する

と作業機はあがり、 リフトアップランプが

点灯します。 r下」位置に操作すると作業機

はボジションコントロールレパーで決めら

れた位置まで下がり、 リフトアップランプ

が消えます。

90939190 

1099町Hr

【注意I

:う作業機昇降スイソチ

',-/ 

ンヘ
上がる

＼、‘¥萎ミ
‘ 

、~ ＼ ｀ ~ヽ~

ポジションコントロールレパーが最浅位置

（上げ）にあるときは、作業機昇降スイッチ

を繰作しても作蝙機は下がりません。この

とさ作叢機があがっていてもリフトアップ

ランブは点灯していません。ポジションコ

ントロールレパーをr解除J（下げ）方向に操

作し、作業機を下げてください。

4．作業機の降下速度の調節の
しかた

作業機の降下迷度を調節する場合は、油圧

ストップ・スローリターンパルプを「左」方

向に回すと作業機は速く降り、逆に「右」方

向に回すと作業機の降下速度は遅くなりま

す。

右方向にいっばいまで回すと油圧カベトッ

プされ、作業機は下がりません。

【注意J
いつばいに回すと
油圧がストップ

●路上走行するときは、油圧ストップバル

プは開いたままで、ポジションコントロ

ールレバーを「浅J（上げ）位置にして、レ

パーロックをセットして走行してくださ

い。
、 /- -ポジション-----

ントロールレパー

、三企滋応、
~、、塁攣ご

909""" ＼,/／レパーロック

●油庄をストップさせたまま、作業機昇降

レパーを操作しないでください。

国下記の事項を必ず守ってください。
作彙機の下へ入るときは、危険防止のため

油圧ストッブスローリターンバルプをいっ

ばいに織込んで油圧をストッブし、レパー

ロックをしてください。
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5．バックアッブ装置の使いかた

パックアップ装置を使用しますと枕地や

回り耕などでパックするときに能率良く作

業ができます。

パックアップスイッチのランプが点灯して

いるとき、主変速レパーをrR」に入れると

作業機が自動的にあがりプザーが嗚ります。

作業機を降ろすときは｀作業機昇降スイッ

チをr下げ」位置にします。

909叩 93C 乙2,7，ど・,一、

／ 
ップスイッチ

909`  ̂ ｀ ～ヽ｀↓‘‘、e.、、
・‘̀ ヽヽ‘

パックアップ装置を使用しないときは、パ

ックアップスイッチを押してランプを消し

てください。

次のようなときは、バックアップ装置は使

用しないでください。

●トラックヘの積込み、積み降し。

●畦越え、ほ場への出入り。

●トレーラ作業など 3点リンクを使用しな

い作業機を装着したとき。

●果樹園、ハウス内など支柱や木に当たる

とき。

●一般道路走行時。

6．発進・停止・駐車のしかた

I発進のしかた
①プレーキペダルカロネクターで｀左右連

結されていることを確認します。

②アクセルレパーでエンシン回転を約1500

回転ぐらいにします。

③ポジションコントロールレパーをr上げ」

方向に操作して、作業機を最高位置に上

げます。

④クラッチペダルを踏込んで、副変速レパ

ー・主変速レパーを希望の位置に確実に

入れます。速度は29ページを参照してく

ださい。

※FX仕様は、主変速レパーの変速をする場

合は、クラッチ操作をしなくても変速で
→こ—

きます。

工＞

109399い＇
約15ob回転・

⑤クラッチペダルをゆっくり離しますと、

トラクタが動きはじめます。

【注意】

●走行中・作集中は、絶対にクラッチペダ

ルの上に足を乗せないようにしてくださ

い。

• F"シリーズは走行中に変速はできません。

必ず止まって変速してください。

•FXシリーズはノークラッチですので、ク

ラッチを踏まずに主変遮レバーで操作で

きます。剛変速は停止して変速してくだ

さい。
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停止・駐車のしかた

①アクセルレバーを低迪傭に戻して、スピ

ードを落とします。クラッチベダルとプ

レーキペダルを踏み込んで停止し、土変

速レパーをr中立」位置にします。

②F195(D)•FX195(D) は、左右のプレー

キがコネクタで連結されている.::.とを確

認し、プレーキを踏込み、駐卓プレーキ

ロックレパーを引いて、プレーキをロッ

クします。

F215(D) • FX215(D) • F235(D) • FX 

235(D)·F255(D)•FX255(D)•F265 

(D) ・FX265(D)は、駐卓プレーキレパー

を上方に引いて駐車プレーキを掛けます。

③作業機を取付けている場合は、作業機昇

粋スイッチをr下げ」に操作し、ポジショ

ンコントロールレパー、オートコントロ

ールレパーをr解除」（下げ）方向に操作し

て作業機を降ろしてください。

ブ

/
．
)
 

逸
ー
茨
蒻
士
r

9D93993D 

停車・駐車についての法意事項
' 

国下記の事項を必ず守ってください。
・トラクタを停止または駐車し、 トラクタ

から離れる場合は、必ずr駐車プレーキJ

を確実にロックしてください。

●このトラクタは、常時かみ合式のミッシ

ョン機構を採用していますので、副変速

「低」又は、クリープ変速（趨低速）r入Jの

場合は、主変返が「中立」でもトラクタが

動くことがあります。

特に、

①ミッションオイルの温度が低いとき。

②エンジン回転が高いとき。

に起りやすくなりますが、二の現象は異

常ではありません。

●駐車・停車の場合は、必ず駐車プレーキ

をかけてください。

●発進するときは、周囲の安全を確かめて

発進してください。

●走行するときは、必ず左右のプレーキペ

ダルを連結してください。
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7．道路走行のしかた

l●PTO変速レバーをr中立」位置にして、必ず

左右のプレーキペダルを連結してください。

●走行スピードはアクセルレバー（フート

アクセルペダル）で躙節してください。

フラッシャスイッ●進路変更するときは、

チによって進行方向を他の車に知らさな

ければなりません。

●パックミラーで後綾車に注意し、追越し

の防害にならないようにしてください。

●夜間走行時、対向車とすれ違うときは、

ライトスイッチを下方照射とし、対向車

の防害にならないようにしてください．

●狭い農道や傾斜地、路肩に草が生い茂っ

ている所は、路肩に十分注意して、

ードを落して走行してください。

スピ

8．坂道での運転のしかた

坂道では、スピードに十分注意して、ゆっ

くりと走行してください。急な下り坂では

エンジンプレーキを活用しでください。

・坂の途中ではクラッチペダルを踏まないで

ください。 トラクタがすべり落ちて大変危

険です。また上り坂で発進する場合は．

遅い変速位置に入れ、エンジン回転を落し

てゆっくりと発進してください。急発進す

ると、前輪がはね上がり大変危険です。

変速は坂を登りつめてから、希望する変速

：位置に入れ直してください。坂の途中で停

車する場合は、駐車プレーキでロックし．

：杢変速レパーをr中立」位置にして停車して

lください。 トラクタを離れる場合は、エン

ジンを停止して、車輪に歯止めをしてくだ

さし、C

-

9

 

＂ g ”
 

,
9
9
 

＇ 

固下記の事項を必ず守ってください。
●道鵜走行するときは、関係法規を守り、

安全のためヘルメットを着用してくださ

い。

●遭転者の他に人を果せないようにしてく

I •ロータリなど作業機を蘊着して公道を走
行すると、道路運送車両法に違反します

ので作業機を取外して走行してください。

ださい。
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9．ほ場への出入りのしかた

ほ場への出入りは、ほ場に対して、直角に

出入りしてください。登り始めは、作業機

を低くして重心を下げ、 トラクタの前・後

輪があぜにあがると同時に作業機を上げて

ください。

909399 9C 

［注意】

●急傾斜ではパックで上がってください。

●プレーキペダルは必ず連結してください。

●パックアッブスイッチは、解除の状態（ラ

ンブが消えている）にしてください。

固下記の四！を必ず守ってください。

急傾斜のほ場へ出入りや溝越え時は、十分

強度のあるあゆみ板を使用してください。

10．作業に適した速度の
選ぴかた

主変速レバーと副変速レバーの組合せによ

り、前進9段・後進3段の速度が選ぺます。

下表を参考にして、作業に合った速度を選

んでください。

90939999 

変速段数 主変速 副変速 作 業

I l 

2 2 I ロータリ耕うん

3 3 

4 l 
代かき

5 2 2 

6 3 
プラウ

7 I プラウ

8 2 3 トレーラ， 3 走行

RI R | 

R2 R 2 

R3 R 3 
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11．ほ場での旋回のしかた

旋I可するときは、エンシンの[,i]転を落とし

ゆっくりなめらかに旋回してください

ほ場での旋回は、左右プレーキペダルを連

結させているコネクタを外し、ハンドルを

切ると同時に旋回しようとする側のプレー

キペダルを踏込むと、小回りができます。

作業機は上げて旋回してください。

F(X)10SDV 9 モニターランプ

ハイ[]誓旦言喜~-
レパ

ヨ

ー剛／）~
二三亡＼ ¥El

そ-:

ル
さ
き
否
と
―

回
・
方
向
の
ブ
ヤ

も

9093993 

国下記の事項を必す守ってください。
デフロックを入れたままで旋回しないでく

ださいc

旋回の前に必ず解除してください。

12．ほ場での旋回のしかた
前輪倍速ハイグリップターン仕様に

ついて(V仕様のみ）

Ijii給倍速9ヽイグリッフターンを使うと、

ムーズに小まわりができ、「綻回跡が荒れな

ぃJ、「鰈回径が小さいJ、r雄回時間が短い」

などの特長を生かせます。

各部のなまえ

し一

9 - - I唱
I前輸駆動レパー， 
1095999b 

ス

F(x)215DV~FX2蕊 DV

［巨駅。三 ?L駆ー動レパー

iml 副変速レパー
叩立09C←n 

ハイク＇）・ンフターン一
- ―レパー ―て
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I 前輪倍速ハイグリップターンの使い方
晶ll変辿レパーか「lJ・「2J述で、前輪駆勁レパ

ーが「入Jのときにハイグリップターンレパ

ーをr入」にすると、モニターランプが点灯

し` ハイグリップターンがはたらきます。

F(X)195：量彎〗 I

:函三／ゞ一
、一づ＂マ;二:-・--
...,.;.<タ
-
・--...~-、~~C.． 

¥‘マ・9

ハイグリッブ
ターン

る`’I ' 、し•O ゞ一ゞ→――•I!変遼レバー

も‘_.I 

ro,尋29C 、し． 9．~ ~9, • ．ヽ．＼

F (X) 21 SDV -FX2BSDV 

前：駆動レバーr入 ' .. M _ 1 

パ- ・-・・. - --

ップターン

1注意）

安全を確保するために、

組込まれています。

次のような機構が

1．ハイグリッブクーンレパーが「入」の状態

で、副変速レパーが 3速」に入れるとハ

イグリップターンレパーはr切」に動き、

ハイグリップターンが作動しなくなりま

すc

2．副変速レパーがr3速」の状態で、ハイグ

リップターンレパーをr切」から r入」に切

替えると、副変速レパーカ<r1速」または、

r2速」に切替わります。

3．前輪タイヤを切った状態では、ハイグリ

ッブターンレパーの「入」． r切」ができな

いことがあります。前輯タイヤを直道状

態にしてから行なってください。

固下記の事項を必ず守ってください。
1．ハイクリップターン「入」の状態で

●路上走行や傾斜地では、使用しないで

くださいc

•フロントローダや前輪に重荷重がかか

る作業には使用しないでください。

2.ほ場から出る前に必ずハイグリップター

ンを「切」にしてください。

3．ハイグリッブターンをr入」． r切且または、

副変速レパーを高速側にする時は、前輪

タイヤを直進状態にしてから行なってく

ださい。
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13．ロータリ耕での耕深設定の
しかた

オートロータリの場合

OK-UFO仕様は'roK-UFO仕様について』

(41ページ）を参照してください。

ォートロータリは、凸凹の多いほ場でも耕

深が一定になる機能です。一般耕うん、代

かきなどに効果を発揮します。次の要領で

耕深を設定してください。

①ポジションコントロールレパーをr解除J

位置（最下げ）にしてください。

..J 'ポジションコントロールレバー

醗
●9叩C‘¥’ヽ

②オ＿トロータリレパーで、下表を参考：こ

Lて耕深を設定してください。

オートロータリレ9ゞ＿

＼
 

、
—
ヽミ
‘
ミ
ァ
:3、̀＂3〉‘
、

ヽゞ

／
 

し

5
[
l
 

90 1 

目盛位置 作業内容

1-4 代かき、浅耕

4 -8 一般耕うん

9 -10 深 耕

（注意l

●目盛10以上では、オートロータリは作動

しません。

●目盛の数字は、深さをあわせるための目

安です。同じ目盛でもほ場条件や、回動

位置により深さが変わります。

R作業機昇降スイッチで作業機を降ろし、

耕うんを始めます。作業機の上•Fは作業

機昇降スイッチで行ないます。

/‘ 
←ィ／作業懐昇降スイッチ

下がる・，ロ
←、＼零` ＼、

ロこ合三`̀
、•.、.

④耕うんを始めて、実際の耕深を見ながら

希望の耕深でないときは、

リレパーで耕深を詞節してください。

909如9~

耕深でな

トロータ
節

ォートロータ

【注意】

●代かき作集のときは、作業後必ずグリス

ァッブを行ない、汚れたグリスを押出し

てください。

31 



運転と作業のしかだ—安全事項を助す守つて、上手1こ作業してください。 h色g汝たさい 1

1尾輪（オブション）使用の場合 I 

①オートロータリレベーをr解除J（最下げ）

位訳にします。

‘’‘‘ 
オートロータリレバー

r解

＼‘-鳳｀て、＼＼

、C ァ／ ＼ 

'99m•• 

②ポジションコントロールレパーをr解除J

（最下げ）位置にします。
ャ
r 

ヽ
-～‘‘ 
:・、,～ここ

ゞ｀ゞ甕‘¥、
桑文ミ＇＼ヽ
‘>、/／

909漏OC ご／＇•
‘ヽ

③ロータリの上ドは、作業機昇砕スイ，Jチ

で行ないます。

、こイチ
999314[ 

＼ 

/ 

名｀＼ヽヘ＼Y 〇；上がるr、
¥‘`‘ 
ヽ
‘ヽ

G i菜調節は、耕深調節ハンドルで行ない

ます。

耕深調節ハンドル

IOIJ91>A 

14．ロータリ以外の作業機を使う
場合の耕深設定のしかた

| lボジションコントロールの使いかた
OK-UFO仕様は、『OK-UFO仕様について」
I 
I (41ページ）を参照してください。

1作業機の話さを任意の位置に保持する機能

I ： です。ロータリ以外の一般作業機での作業
に使用します。

作業位置の決定は、次の要領で行なってく

ださし、 0

①ォートロータリレパーをr解除」（最下げ）

位滋にします。

オートロータりレパー---. 
＼ 

‘¥  

‘-— 、--`̀‘ ~.~ 

909,.,., 

②作業機昇降スイッチを『下J方向に操作し

て作業機を粋るします。

釦`イチ
9093  
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運転と作業のしかた—安全事頂を助ず守つて、上手に作業してください。卜94E＆年11

③ポジションコントロールレバーで｀希望

する作業位翌に設定します。

露も ＼ 

［注意】

作業機昇降スイッチがr上J位置にあるとき

は、ポジションレバーを操作しても作業機

は下がりません。

④作業機の上下は、作業機昇降スイッチで

行ないます。

/‘ク
/う

ふ~ ／・  ／＇， 
/ )  

～ヽ／／ 作集機昇降スイッチ

909高心

、‘¥
‘
 

、
‘
¥＼
 

＼
 

15．オートロータリとポジションコント
ロールを併用して使用する場合

の耕深設定のしかた

ミックスコントロールの使い方

ミックスコントロールとは、オートロータ

l)とポジションコントロールを併用して使

用するもので．、下げ側のみを規制する機能

です。湿田耕うん、凸凹17)多い代かき作業

などに効果的です。作業位匿の設定は次の

要領で行なってください。

①作業機昇降スイッチをr下げA釘塁にします。

②ポジションコントロールの設定要領で、

希望すーる作業位置に設定します。

③ォートロータリレパーを徐々 1ゴ浅」の方

向に動かし、ロータリが作動する位置に

設定します。

‘‘’ 
、~、~\

ここ：：ロ~

'"事消下~＾

オートロータリレパー

る

④ロータリの上下は、作業機昇降スイッチ

で行ないます。
I'  

ヽ
， 作集機昇降スイッチ

下がる‘•
r-:・. -. -~-疇～

ご~呈Tヘ
,.,,.,., 

浅くなる

ハ、

ヽ

‘‘ー、～ヽ、
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運転と作業のし力た—安全事頂を助す守つて、上手に作業してください。 I墨し臣如也1|

耕•深設定表

□ 作業機

オート ミックス ポジション

ロータり

゜
0 

゜その他 X X 

゜一般的ほ場 凸凹軟99の 手動操作に

用 途
ある特殊ほ よる任意の
場、一般的 耕深を得た
ほ場 いほ場

16．ロータリ耕うんのしかた

①前給タイヤ、後輪タイヤの輪距は、標準

状態にしてください。

②作業条件により、車速は 1-2速で爪同

転を 1~ 3段にして耕うんを始めます。
証ぅん方法は数種類ありますが、ほ場の

粂件によって適切な耕法を選んでください。

一般的には、ロータリ耕うんは隣接耕が

標準です。

④いずれの耕法による場合でも、 トラクタ

の旋回できるだけの枕地と同じ幅を、ほ

場の両側に残して内側から作業を始めま

す。（目安として耕作地の周囲を約2.6m

残します）

⑤耕うん時ば前・後輪タイヤがすでに耕

うんしたところに落ちないように、気を

つけながら運転します．

⑥サイドドライプロータ l)は、右サイドフ

レーム側があぜぎわによるようにして、

耕うんすると残耕が少なくなります。

＜隣接耕うんの順序＞

●一般的なロータリ耕うん方法です。

●図のような順序をとるのは、いちど耕う

んした所を後輪タイヤで踏まないための、

最善の方法です。

●したがって出発点は、 トラクタが最後に

外へ出る場所によって決まります。

● 進行方向 一—----いったんパック

， 

出発二可---柘斤 "＇ 
'“' 斤 ,~i 

I • z 

• 3 ",9 

"' 、3吐’E I ? l n 

｀ '5 

← ） : 

｀ 
-, こ

"' 粁ヽ＇庄リ＇ i ゞ ’’‘ 身 ＇ 
＇ 

ぷこ .,. 
L』

909 4 9 ・4 
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運転と作業のしかた—安全事項を必ず守って、上手に作業してください0|9しg忌年』

く回り耕うんの1頓序＞

●弱湿田または湿田地で、小回 1)のむずか

しい場合に用いる方法です。

●耕うん順序は外周部から仕上げていきます。

●トラクタが景後に出る場所は、畔に近い

所から出てください。

竺
●
＿
旦
0
-
⑭

最後の仕上げは下図

む一
g
-
g

＿a•=· 
最後の仕上げ

畔に出る

9032229 

蒜ー，心

町
一
竺
竺
．

でま地耕既を輪前

く一陛置き耕うんの手順＞

一畦置き耕うんは、小回りのむずかしい場

合に用いる方法です。その他は隣接耕うん

と同じです。

` 
-...------

伶 :i9 ⇒¥’ 99● 

r内—出発 ,1 
| 鰐̀＇り

＇ ＇ ？ 鴫

9. • 9s r-, ， 
93 9 11 l 

＇ヒ ~, 
a 

翌星
9 9 9 

・,. 
: i o 

買"'ヽ．、し

くトラクタの方向転換＞

909/> ~I 

17．デフロックの使いかた

デフロックペダルを踏むと、差動装置がロ

ックされ、左右の後阜合が同じ回転速度で駆

動されます。ペダルから足を離すとロック

が自動的に解除されます。

湿田地やぬかるみからの脱出など、片車粕

がスリップして走行がしにくいときに使用

すると効果があります。

上手に使用すると非常に役立ちますが、使

用法を誤ると事故や故障の原因となります

[|（9‘、
ので注意してください。

デフロックl
ぬかるみか
等I;:,

1013999 

【注意】

•デフロックを入れるときは、エンジン匡l

転を下げてから行なってください。

●抜けにくいときは、クラッチを切るか｀

プレーキペダルを左右交互に軽く踏んで

ください。

●クリーブ（趨低逮）での使用は、絶対さけ

てください。

国下記の事項を必ず守ってください。
デフロックを入れたままで雄回しないでく

ださい。
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運転と作業のしかた—安全事項を必す守つて、上手に作業してください。 [9i塁三旦

18．トラックヘの積込み・
積降ろしのしかた

19後輪車輪幅（輪距）の調節
のしかた

①十分な強度と長さのあゆみ板を使用しま

す。

I ②プレーキペダルは必ず連結してくださいく

I ③パックアップ解除スイッチは『如の位冨
| ：こしてください。

④副変速レパーを「1」、主変速レパーを「R」

位置でエンジン回転を低迪にして積込ん

でください，

⑤途中でエンジンがストップした場合は、

一旦下まで降 t)てエンジンを再スタート

してください。

作業の種類・作物の条間に合わせ、 トラク

タの車給幅を調節してください。また、傾

斜地作業やけん引作業には、車綸輻を広げ

て使用してください。

①駐車プレーキをかけ前給に歯止めをした

後、ジャッキを使って車体を上げ｀後絵

を浮かせてください。

②調節はタイヤ左右を入れ換えておこない

ます。

F"l 95(Dl •F"XI es(o) •F"215(D) •F"x21 s(oll 

F"X215(D)•F"235(D)•F"X235(D) 

棲準幅 1 最大幅

→ 
90939碑

標準 タイヤ左右の入れ彙え

るめ締迂，＂しボ③
 

ml 

石
タ
イ
パ

r
l
Q②
釆
イ
ル
（
タ
イ
ヤ
）
に幅輪

出を

匹・
え
る
5

標準幅 I 最大幅

:：三［三：．：；三三[E:I ::[ 

1060 

1090 

1090 
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運転と作業のしかた—安全事頂を必す守つて、上手に作業してください。 1,＼g;虚‘|

③F255(D) ・FX255(D) ・F265(D) ・FX 

265(D)はホイルの入特え、およびリム

とホイルの組替えで行ないます。

え換れ入

-e~i, 
ィ

ム

↓
タ

[^
石タィ占罰

□
↑
[

5
 
5
 
2
 
F
 

'"ふ4

取

換
↑[ 
□
+
 

最

909凶心

909如 C ③おL

車輪幅(...)

f"265(D)•f"X255(D) 

F(X)265(D) 

標準幅！

一

最大幅！

一

→ 
リム

一， 

リムの取付位置
の入換

↓

9-

9091]1↑n 

車輪幅(mm)

- 1標準幅 1 最大幅

F"265(D)•F"X265(D) I 1075-1375(4段）
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運転と作業のしガだ―安全事頂を必ず守って、上手に作業してください。卜9JE怠mII

I 20．油圧外部の取出しかた

I I 単動シリンダ・・・ダンプトレーラなど I 
ダンプトレーラなど単動シリンダーの場合、

シリンダヘッド油圧取出日のプラグを外し、

＇作業機側のホースを取付けます。

I く操作要領＞
①ポジションコントロールレパーを「解除』

位滋にします。

②油圧ストップ・スローリターンバルプを

, r閉J方向にいっぱい締めます。

③ポジションコントロールレパーを操作し

て、作業槻を動かします。

I戸亨戸

I 

I 

！ 
| '| F'215(D) ~.-

I Iストッ

| ！ , 

複動油圧取出口…タフネスローダ、

ミニローダなど

①虎祁シート下の外部油圧切換えレパーを．

「入」の位置にセットしてください。

油圧切換えレパー

10199980 

②トラクタの右ステップ下部前偶にある外

部油圧取出し口を、作業機のパルプと配

管してください。

内側ーOUT（取り出し）

外側ー IN（もどし）

F(X)215(D)-F(X)265(D 

プラグ：

臭
こ

’戸'-一古』ヽ ＼＼ ＼、.... ＇ー滋石--- --

／＇ノ ．！ヽ I ヽゞ c,l__-,.C>:'.1/ノ9 /"、 ＼・，¥ 
90直 099'IN（もどし） 0 

濠OK-UFO仕様は油圧切換えレパーはあり

ません。

※油圧作業機の詳しい取付けかたは、 各作

業機の取扱説明書を参照してください。
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21．作業機の取扱いについての
注意事項

国下記の事項を必ず守ってください。

●作叢機の董脱は、平坦な場所で、安全な

方法で罐実に行なってください。とくに

夜閏の作業機の着脱は、遍切な照明を用

いるなど｀安全に留意して行なってくだ

さい。

●トラクタを移動して作業機を装着する場

合には、 トラクタと作業機の間に人が入

らないように注意してください。

●重い作業機を連綸または羨着した湯合に

は、トラクタにパランスウエイトを付け

て、パランスの良い状態を保ってくださ

い。

●作業機を調監する場合は、 トラクタの駐

車プレーキをかけ、また、エンジンを停

止し、かつ、PTO変返レパーカ,r中立」位置

にある.::とを確認したうえで行なってく

ださい。

●けん引作業をするときは、必ずけん引ヒ

ッチを使用し、他の所で引張らないよう

にしてください。

•PTO軸を使用しないときは、必ずPTO軸

カバーを取付けておいてください。

●けん弓1作業、傾斜地での作業などは、輪

距を広くして使用してください。

●低速回転用作業機を高速回転ですると危

険です。作業機指定のPTO回転速度を守

ってください。

●トレーラをけん引する場合、 トレーラ側

のプレーキを連動し、坂の途中での変速

はさけてください。

•作業機を装藩すると、かなりの長さにな

りますので、旋回時は近くの作業者や傷

害物に注意してください。

22．パワーステアリングについて
(P仕様・オプション）

［注意】

●パワーステアリンクは、エンジン遍転中

のみ作動します。ただし、エンジン回転

が低速のときは、多少ハンドルが重くな

ります。

●ハンドルをいつばいに切るとリリーフ弁

が働き、信号音が出ます。短時間であれ

ばかまいませんが、この音が鳴ったまま

で逼転しないてくたさい。

●走行しないでハンドルを切る（スエ切り）

ことは、タイヤやリムなどの損傷を早め

ますので、必要なとき以外はしないでく

ださい。

•エンジン遷転中は、ハンドル燥作が大変

軽くなっていますので、道路走行など慎

重に行なってください。



運転と作業のし力た一安全寧項を必す守つて、上手に作業してください。 1琶しE怠吋

23．下げクッション機構
(UFO仕様以外）

このトラクタには、作業機をド降させると

き、接地直前のスピードが遅くなるドげク

ッション機柄が装備されていますc

フラウ．スキ (19来などで卜•Itクッションを

働かさないときは、 トラクタ右後部のカバ

ーを取り外してダンパ解除レバーを解除位

罹にして使用してください。
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OK-UFO仕様について (U 仕様のみ）

1．各部のなまえとはたらき

［通常作業に必要なもの

パックアッブポタン

ランプ消灯時ポタンを押すと、 ラ

ンプが点灯し、 パックアップ機構が

働きます。

主変速レバー を r 円（後道）』位置1こ入

れると、 自動的に作業機が上ります。

ランプ点灯時、 ポタンを押すと、 ラ

ンブが消灯し、 バックアップ機構力i

解除されます。

［注憲］

次のような作藁では、 バックアッフ

機構は震除してください。

•トラックヘの讀込み・積降L,作業

●畦こえ•ほ場への出入り作業

●栗鑽園 ・ ハウス内作業で支柱や木

に当る塩合

•トレーラなど作叢機を上下しない

作集

OKポタン

ポタンを押すと、 ランプが点灯し、

深さ ・ 傾き ・ カパ一回動佗置を自動

設定し｀ 同時に下げクッション機能

毛働きます。 このとき、 バネルの表

示ランプ深さf傾きJが点灯します。

0 リフトランプ

リフトランプが点灯している湯合は｀

自動が働きませんので、 昇降スイツ

チを守（力側に操作して、 ランブを

消灯してください。

〇耕深表示ランフ

深さダイヤルで設定した耕深をラン

プで表示します。

0 深さ・鱗き衷示ランブ

ランブが点灯しているときは、 自動

が慟いています。

10,eな9贔

作業機昇障スイッチ

ワンタッチで作業機の上げ下げが行

なえます。 ポジションレバーで下げ

位置を設定すると｀ 殷定位匿まで作

業撓が下降して停止します。

［注意】

エンジンを停止しても、 メインスイ

ッチがroN」の湯合は作業機昇降

スイッチで下降します。

深さダイヤル

ロ ー タリの耕うん深さを調節します。

ォ ー ドロ ー タリ使用時にはロータ

リカパーの回勧位國も設定耕深と同

調させて自動的に設定されます。

タイヤルで設定した耕深は、 パネル

の表示ランプに表示されます。

虹
三
II-\
 

゜

0

0

 

＇
 

-
[

|

〗
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OK-UFO仕様について

I特定の作業に使うもの
作業条件を改定する必要のある場合は、カパーを開けて、調節してください。

カパー回動位竃設定スイッチ

スイッチを操作してロータリカパー

の回動位置を任意に設定できます。

r深さJ自動の場合には設定操作中

に、カパーが深さダイヤ）レ同調位置

を通週する場合は、同調位置で一旦

停止します。

カパー位謳を回動させても、耕深は

深さダイヤルて設定した位置を保持

します。

•ロータリ脱着時

パネルの表示ランプr深さ」r傾きJが

点灯している場合は、 OKポタンを

押して表示ランプを消灯状態にして、

ロータリカバーが脱蝙巡謳にして

ください。

作業切撰ポタン

ポタンを押すと、環さゆみ自動・

r傾きJのみ自動． r深さ＋傾き」自動

に順次切換ります。とのレンジに入

つているかは、パネルの表示ランプ

に表示されます。

傾き設定スイッチ

作業機の1頃きを任意に設定できます。

•r傾き」国動で使用する場合

パネルの表示ランブ頂きJが点灯し

ているとき、設定スイッチを操作し

て、作業機を任意の角度に設定すれ

ば｀トラクタの傾きにかかわらす、

作業機を地面と一定の角度に保つこ

とができます。

設定操作中に、作業機が地面に対し

て水平位置を通過する場合は、水平

位謳で一旦停止します。

二
0 | 0 

9096S27B 

．r傾き」手動で使用する場合

作業機の傾き微調整スクリュー

作業機の水平を調整するのに使用し

ます。

水平な場所で、作業機を地面から、

5-10血位浮かした状恕でr傾き」自

動にして、調整スクリューをeドラ
イバーで回し、作業機が水平になる

ように調整してください。

下げクッションポタン

r深さJ自動の場合、下げクッション

の屯動,.r解除」を選択することが

できます。ポタン横のランブが点灯

しているときは、下げクッションが

働いています。

深さダイヤルの設定位繭に同調して

クッションのきき始めの藁さを自動

調節します。

上げ位霞ダイヤル

作業機昇降スイッチまたはバック

ァップで作業機を上げたときの作業

機の最上1プ位置を設定します。

［注意l

ポジションレパーを環上げJ位置に

したときは、ダイヤル霰定位霞にか

かわらす作業機は、最上げになりま

す。

パネルの表示ランプr傾きJが消灯し

ているとき、設定スイッチを操作し

て、作業機を任意の角度に設定する

ば、トラクタに対して一定の角度に

保つことができます。

設定操作中に、作業懐がトラクタに

対して平行位置を遡過する場合は、

平行位置で一旦停止します。

42 



OK-UFO仕様について

2．基本的な使いかた ロータリ作業

1路上走行のとき

路」；走行するときは、作業機が自然に下陪：

したり、傾いたりしないように、次の処置

を行なってください。

パネルの表示ランプが点灯している場合は、

OKポタンを押して、表示ランプ「深さJ.

「傾きJを消灯状態（手動）にしてください。

『 ニrJ且砂
901”'，贔 表示ランプ

こ
909●●"' 

ポジションレパーを最上げr上J位置にして

作業機を上げてください。

ボジションレパー

→ r..I:.」

9019999鼻

パネルの表示ランプが消灯しているときは、

OKポタンを押して、 r深さJr傾き」のラン

プを点灯させてください。

OKポタン
I I'¥I 

109如 A

深さダイヤルで耕深を設定した後、作業機

昇粋スイッチでロータ l)を下ろしてくださ

＼ヽ。

※ポジションレパーは、最下げ「下」の位置

にしておいてください。

ポ；；＼ションレ9<；下」

rへ•一

909如• 作業機昇降スイッチ

実際の耕深を見ながら、希望の耕深でない

ときは、深さダイヤルで耕深を調節してく

ださし‘•

II 

、9
~

―星
909...,、H

塁〗
m 

深さダイヤル
表示ランプで
耕深を確認

999599い

目盛位置

浅～ 3 

3 - 5 

4 ～深

作集内容

代かき・浅耕

一舷耕うん

深耕
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OK-UFO仕様について

3．センサ異常時の表示について

センサに晃常が発生した場合は、パネルの

表示ランプが点減します。この場合は、正

常作業が行なえなくなりますので、ヤンマ

ーの販売店までご連絡ください。

国立宣土り‘
一丁’□

”'..19A 表示ランブ

ヒューズについて

ハーネスのショートなどにより、 UFO関係

のヒューズが切れた場合は．コントロール

ポックス下部のサイドカバーを取外L. ヒ

ューズホルダ部のヒューズを交揆してくだ

さい。

4．使用後の手入れ

使用後i先車する場合（特に姦速洗車）は、コ

ントロールボックス・電磁バルプ・センサ

類への直接洗車はさけてください。

9093と9B

長期問保管の場合は、必ずキースイッチを

「OFF」にしておいてください。

,

、

”'3999E 

キースイッチ
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4

作業後の手入れについて晶索認．ゼ累ださい

1．作藁後の手入れ 2．長期間使用しない場合の
手入れ

その日の内にトラクタを水洗いし、水洗い

後は水分をよくふき取って、各グリス注入

部（グリスニップル）には、グリスアップを

行なってください。

【注意】

電藝品にはできるだけ水をかけないように

してください。故障の原因となります。

国下記の事項を必す守ってください。
シートをかける場合は、エンジン停止袋約

10分問放置して、エンジンか冷えたことを

確認してからかけてください。

トラクタを長期間使用しない場合は｀次の

要領で整備し、格納してください。

①乾燥した風通しの良い所で、ウェイト等

は取外し、ロータリも取外すか、降した

状態にして、下には板を敷いてください。

②外部の錆ぴやすい部分に、防錆油または、

エンジンオイル・グリスを塗ってくださ

し＼，

露料タンク：こ燃料を満タンにしてくださ

い。空にしておきますと水滴ができ、サ

ビの原因になります。燃料コックは「C」

（閉の状態）にしてください。

④バッテリを完全充電し、なるぺく本機か

ら取外し｀風通しの良い冷暗所に保管し

てください。また、本機に取付けたまま

保管するときは、必ずアース1月1(-i則）を

外してください。

⑤冷却水を抜き取ってください。

⑥エアクリーナ・マフラー・エンジンオイ

ル給油口などから湿気が入らないよう、

ポリエチレンなどの袋で密閉してくださ

し‘•

旧
2



46

作業後の手入れについて一一正しい手入れを行なってください。

⑦クラッチは．クラッチの結付きを防止す

るため．クラッチを踏込んだ状態でクラ

ッチペダルロックをかけてください。

クラッチペダル ' 1 

⑧タイヤには、前・後輪とも‘.iE規の空気

圧にしてください。

⑨パックアップ切替スイッチをr切Jの位躍

にしてください。

【注意I

パッテリは、使わなくても自然放電します。

1ヵ月に 1度は充電器で完全充電してくだ

さい。

長期問使用されない問に。保守整備契約制

度による、点検整備をお受けになりますと、

次期使用時に景良の状態でご使用いただけ

ます。

漣点伍、1



47

手入れと点検•調蓋—定期的に正しい点検をしてください。

定期点検や整備は、農閑期に行ない農繁期

には機械の性能が十分発揮され、安全で快

適な作業が行なえます。機械の竪偏不良に

よる事故などを未然に防止するために、 1年

毎にヤンマー整錨工場で定期点検・整備を

1．定期点検一覧表

冥 三施項目

50 100 150 
時 時 時

誓 閂 誓
エンジン澗滑油交換

゜゚

200 
時

誓
0 

受け、各部の保安を確保してください。特

に燃料バイプや、ラジェータホースなどの

ゴムホース類や電気配線は 2年毎に交換す

るように Lて、常に機械を最良の状態で安

心して作業が行なえるように Lてください。

250 300 350 400 450 500 550 600 参照時 時 時 時 時 時 § 時悶 間 眉 贋 誓 眉 月 ベージ
0 10 0 

゜
49 

ミッションオイル点検（父換） 父換 0 〇 |o・ 〇 交換

゜゚
0 0 

゜
交換 50 

フロントアクスルオイルの点検（交換）， 0 。
゜゚゜

交換

゜゚
0 

゜゚
父換

バワーステアリングオイル点検•交換

゜゚ ゜゚゜
交換 0!0 

゜
0 

゜
交換

エンジンオイルエレメント交換 父換 交換 交換
うインフィルタ（ミッションオイルエレメンt)交揆

゜
l 

゜ ゜エアクリーナエレメント点検（交換）

゜゚
010 010 0 交換

゜゚゜
0 ! 

防塵網のゴミつまりの掃除 。
゜゚ ゜゚

0 

゜
。0 0 
゜
0 

冷却ファン・フシェータのゴミつまりの掃除

゜゚
OiO 0 

゜
0 

゜゚
010  。

冷却水の点検（父換） 仕業時毎L点検(I年毎L交換） ！ 
ラジェータ内部の掃除 冷却水交換時

ミッションオイルコシ器洗浄（交換） IOI i ！ I IO I ！ I 
燃料コシ器の洗浄およびエレメントの交換 O! o・ 1交換I !O 
パッアリ液量点検 仕業時毎に点検

バッテリ液比重点検および補充電！ iO i O; i O I iO 
燃料パイプおよび結合部の点検

゜
0 0 。0,010 0 

ラジェータホースの点検・交換 2年毎L交換
燃料バイプ・電気配線の交換 l 2年毎に交換
電気配線の点検曇 9

゜
010 

゜
0 010 0 

各部グリスアップ

゜゚ ゜゚
O ! C) 010  

スアアリング各部締付点検 0 ,0 0 0 
重要ポルトナットの点検（増締） O!O  01 0, 01 
冷却ファンペルトの点検

゜
01 

゜
01 Io 

エンジンのプリーザパイプの点検

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚エンジンクランクケースの洗浄 i 

゜吸緋気弁間隙の点検 I 
燃料噴射弁の点検

発電機、始動電動機の点検 0 0 

゜
| 

油圧装置の点検 0 

゜
l 

゜峯l“時間毎に点検を基本としますが、使用時間が繭たない湯合は 1年毎に行なってくたさい。
峯？交換の必妻なものは、使用時間に達してなくても 2年寄に交換してください

固下記の事項を必ず守ってください。

i l I交換
0 i 交換

10 。
OiO 0 0 

| 

゜゚
〇|0 

0 

゜゚゜゜゜〇| 。

゜゜゜
0 

゜゚0 
゜゚
゜。

●点検・整懺をするときは、エンジンを確実に停止させ、車輪に歯止めをしてください。

●点検・整鏑などで取外したカバーなどは、必ず取付けてください。

51 
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53 
56 
56 
61 
54 
54 

53 
56 
56 
57 
57 
57 
57 
58 

61 



手入れと点検調整 定期的に正しい点検をしてください。

2．オイル・グリス・不凍液一覧表

檀頸
ー返壺メ カ 共同石油 日本石油 コスモ石油

燃 料
ヤンマー重油または ヤンマー重；由または ヤンマー重油または
ディーゼル軽油(JIS2号） ディーゼル軽油(JIS2号） ディーゼル軽油(JIS2号）

エンジンオイル ヤンマースーパーオイル ヤンマース＿パーオイル ヤンマースーパーオイル
（新SAE、CC縁） ヤンマースーパーオイル ヤンマースーパーオイル ヤンマースーバーオイル(JIS K2216 2糧）

デラックス テックス テラックスDG または 口り

グ リ ス 共石リゾニックス 2号エピノック リマックスまたは
（マ』ピテバーパスタイプ） グリースNo2 グリース リマックスEP

不凍液 ヤンマースーバー ヤンマースーパー ヤンマースーパー・ 
(11S K2234 2種）

フリーズ フリーズ フリーズパーマネントタイプ

ミッションオイル TF-500トランスミッション TF・SOO卜うンスミッション TF-500トランスミッション
油圧兼用パワステオイル フルード フ｝レード フルード

注）気温ー10℃以下の時、燃料は特3号醒油を使用してください。

3．給油・給水一覧表

F195(D) I FX195(D) F215(D) ・ FX215(D) ・西(D)•Fl235(D)
積t 類r255(D) •F'XZS!!i (D) •F265(D) •F'I寧(D)

燃 料 25 ! 25ヽ ヤンマー重油•ティーゼル軽油

ラジェータ 4. 5 9 4. 5 t 1漬水・ヤンマー不凍液
冷却水

＇ I清水・ヤンマー不凍液サプタンク 0. 75 ! o. 75ヽ
エンジンオイル 4. 0 l 4. 0 t ヤンマースーパーオイル

ミッションオイル 15.5 e I 14.s e 24 £ TF-500トランスミッション

フロントアクスルオイル 3.2 £ TF-500トランスミッション
(4輪駆動）

6ヽ ギャオイル＃90

パウステオイル 2.4ヽ TF-500トランスミッション

48 
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手入れと点検•関整ー一定期的に正しい点検をしてください。

4．エンジンサイドカパーの
開閉のしかた

5．各部オイルの点検・交換の
しかた

①エンジンサイドカバー左右のノプを下の

方向に回し、エンジンサイドカバーを持

ち上げると取外せます。取付けは取外し

と逆に行なってください。

I 
点検

エンジンオイル

エンシン部右側横の検油ケージを抜いて、

た端をきれいにふいて差し込み、再ぴ抜き、

ゲージの上限と下限の間にオイルかあるか

曲ぺます。不足しているときは、給油口よ

1)検叫lケージ規定棗まで入れてください。

.
1
_
1
1
.
'ー

T
叶
叶
n

>

~
 

量

隈

【注意】

●オイルの量は、エンジン始動前か冷えて

いるときに調べてください。



手入れと点検・調整ー一定期的に正しい点検をしてください。

交換

エンジン下部のドレンプラグから排油して

ください。給油はエンジンの給油口からし

てください。

エンジンオイルは、定期的に交換すると同

時に、気温・使用状況に合わせてエンジン

オイルを使いわけることが大切です。

F"(X)195(D 

国'

ミッションオイル

点検

返転席下の検油ゲージを抜き、

端をきれいにふいてねじ込まない状態で差

し込み、再び抜いてゲージの上限と下限の

間にオイルがあるか調べます。不足してい

給油口よりゲージの規定盆までるときは、

入れてください。

＼妹＼＼ -~1 ¥ 

喜

ケージの先

ニ
'3
3
逗

頑

‘,．’ D
 
、,̀S‘ e' 

2

ヽ
）＇ x
 

（
 

‘ヽ

F
 ～、ペー心
兜・

グ

5・‘ 
9

¥

 

2
 
）
 ex、F,
 

【注意】

●祖r油のときは、 オイルが少しあたたかい
ときに行なってください。

>-;/／
ー
し
／
ー
，

限

限

下

・¥ 

.
9
,
 

・、c
 

む― こ一--=ー下辿 ｀ 一—=--—→を ―― 

、令
庁―—

＼』：：：：：：：：：：ドレ・ンプラ、ク含こ；

交換

ミッションケース左下(4輪駆動取出部）と、

リヤアクスルケース下部のドレンプラグ左

右から排油してください。

オイルを抜くときは、 ミッションが冷えな

い内に抜くときれいに抜けます。給油は運

転席下部の給油口からしてください。

※ミッションオイルは必ずヤンマー純正TF

500トランスミッションフルードを使用 L

てください。
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手入れと点検・調整—定期的に正しい点検をしてください。

※ミッ・ションオイルは、

しています。

"'"'韻．

ill1l五オイルと1井用

L `̀ 

909心99し・ ｀ヽ‘・ ドレンプラグ（左右）

、̀＼

」、 ！ 

←ン i

--------
9,＇．、 9、1リヤアクスルケース

909年 9OO ‘一ー／ヽ＇
、I
、， ／）ドしンプラグ（左右）

9
,
 

I
/
 

フロントアクスルオイル

(4輪駆動車のみ）

点検

エア抜きプラグを外してください。（タイヤ

裏側）フロントアクスル右側上部の給油ロ

のふたをはずしてゲージの先端をきれいに

ふき、ねじ込まない状態で差し込み、再び抜

いてゲージの上限と下限の間にオイルがあ

るか調ぺます。不足しているときは、給油

ロよりゲージの規定量まで入れてください。

), 
’‘9‘ ,, / 

1検油ゲー

/[n'9，乙
し
、

4

[

 

l

、'、

-r 

F(X)215(Dゎヤ(X)2es(D) ・/・ 

• ・、/〉 クノ

[: 
パワステオイル（オプション）

三ご~;，_-
..' 

F(X)~15D-F(X~65D~ 給油口→

ししデ・
ぞ9--

'"匹a ¥‘｀圭六 、99丑ク ーろぞぞ：一
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手入れと点検・調整—定期的に正しい点検をしてください。

交換

フロントアクスル下部の左右ドレンプラグ

とセンタードレンプラグの3箇所から排油

してください。

給油はエア抜きプラグを外し、フロントア

クスル右側上部から行なってください。

901四 io,' 冒左にもあります r9レンプラグ
＇ 

¥ ¥＼＼＇: 
90函 9C¥ ¥̀＼¥ ／ 

6．各部エレメントの交換のしかた

Iェンジンオイルエレメント
300時間またばエンジンオイルを2-3回

交換ごとにエレメントを取特えてください。

909ャnn9 左側に回すと外れる

交換

①エンジンオイルを抜き取った後、カート

リッジをフィルタレンチで左側に回して

外します。

②新しいカートリッジの底面にあるゴム l}

ングにオイルを薄くぬり、フィルタレン

チで確実に取付けてください。

③エンジンオイルを交換後、エンジンを始

動して油圧パイロットランプが消えるま

で回してください。

④油庄パイロットランプが消えたら、もう

一度検油ゲージでオイル量の点検をし、

不足していれば、補給します。
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手入れと点検・調整一一定期的に正しい点検をしてください。

ラインフィルタ（ミッションオイルエレメント）

ラインフィルタは、 カートリッジタイプに

なっています。300時間毎に交換してください。

F(X)195(D) 

ラインフィルタ ; 

F(X)215(D)-F(X)265(D) 

ラインフィルタ

宍; 六玄ょ ←‘,‘ 三〖＼ ＼、｝ I＇三．

入 t i'□旦9,  9}‘ 
ム

交換

①ミッションオイルを抜き取った後、 ライ

ンフィルタのカートリッジを左側に回し

て外します。

②噺しいラインフィルタの底面にあるゴム

リングにオイルを薄くぬり、確実に取付

けてください。

③ミッションオイル交換後、エンシンをア

イドリングにして、検油ゲージでオイル

の量を点検し、不足している場合は補給

してください。

［ 燃料コシ器エレメントの清掃・交換

Q池料コックを「C」(I11の状態）1.:r.沢にしま
す。

②コシ器を外し、

除きます。

コシ器内の水・ゴミを取

Rコシ器の；却争が終ったら元遥，）に取付け、

燃料コックを「OJ（開の状態）位置にし、

燃料エア抜きを行ないます。（燃料のエア

抜きのしかた55ページを参照してくださ

し％）

|，9 ¥ 1ドJj,.J

燃

④コシ器内のエレメントは、

換してください。

300時問毎に交



手入れと点検調整一一定期的に正しい点検をしてください。

7．冷却水の点検・交換のしかた

点検

エンジンサイドカバー（右側）を開け、サプ

タンク内の水がr上隈pからr下限」の範囲に

あるか躙ぺてください。

不足しているときはサプクンクの給水口

より清水を補給してください。

交換

①ラジェータキャップとドレンプラグを外

し．ラジェータ内の水を全て抜きます。

ぞ ー尋

＄ 

⑦念

、・ 9 - • • • • 
n 

°̀”°“: 
②水道水で、ゴミや銹が出なくなるまでラ

ジエータ部を洗います。

※ラジェータ洗浄剤を混合した水を入れ、

15分•以上エンジンを空回転させてから．

水を抜き取ると、ラジェータ内はいっ

そうきれいになります．

③ドレンプラグを取付け．不凍液を必要量

人れてから、清水をあふれるまで入れます。

④ラジエータキャップを L、エンジンを始

動して、不凍液と清水をよく涅合します。

く不凍液の取扱いについて＞

不凍液は｀水の凍結温度を下げる効果をも

っています。出荷時にはヤンマースーパー

フリーズ（オールシーズン）を使用していま

す。なお、不凍液の混合比によって凍結温

度が異なりますので、厳寒地帯等において

は下表を参照の上安全な濃度で使用して

ください。

なお、工場出荷時の不凍液混合比率は、外

気温度ー15℃としております。

不凍液湿合比率衷

；：ミ：日I]：I:;01ざI:：゚I:：門゚
【迪意】

●新しい冷却水と交摸するときは、必ず防

錆液を入れて、 5分間エンジンを空回転．

し、防錆液の混合を早めてください。

●混合比は、メーカーによって多少異なり

ますので、メーカーの取扱書の指示にし

たがってください。

●冷却水が自然に不足した場合には、清水

だけを入れてください。（セミパーマネン

トタイブを使用しているときは、比重を

瀾定して、疇認してください。）

●不凍液の有効潤限は 1年です。毎年新し

い不凍液と交換してください。

国下記の事項を必ず守ってください。
ラジエータキャッブは、エンジン運転中や

停止直後に開けないでください。エンジン

停止後、充分冷えてから開けてください。
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手入れと点検調整ー一定期的に正しい点検をしてください。

8．燃料の点検・給油のしかた 9．燃料の空気（エア）抜きの
しかた

メインスイッチを roN」位匿にして、燃料

計が斜線区域を指示したら、燃料キャップ

をはずして給油nより補給してください。

臼斜 線区域

燃料キャップ

（注意］

給油するときは、こし網を使用 Lてくださ

ぃ。

固＇下記の事項を必ず守ってください。

●燃料補給時は、くわえクバコ・裸火照明

は絶対にしないでください。

●燃料を補給したときは、燃料キャッブを

確実に締め、こぼれた燃料はきれいに拭

きとってください。

燃料切れを起し、エンジンが停止したとき、

または、点検整備で燃料コシ器エレメント、

燃料配管を外したときは、次の手順で燃料

の空気（エア）抜きをしてください。

露料タンクに燃料を補給します。

②燃料コックを「0」（間の状態）の位置にし

ます。

ツ「一斗来燃

ー
叶
叶
川
叶
川
じ
1"U人
／
-

③アクセルレパーを最高回転位置にし、テ~

コンプレパーを引きなからメインスイッ

チをrsTART」位笛にしてセルモータを

約10秒間団します。

以上で空気（エア）抜きは完了です。

アクセルレ／＼吃
9濠離l'2lJ に•.. 

10939999 

2)テロン丸／、9-詰 lきながら
メインスイ4屯STAmlこ•••
約10和噸回し続けるだけでOK
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手入れと点検調整ー一定期的に正しい点検をしてください。

10ラジエータスクリーンとエア
クリーナエレメントの掃除・

交換のしかた

エアク l)ーナは、吸入された空気に含まれ

ている砂塵を取り、 シリンダライナ・ビス

トンリングの魔耗を防ぎエンジンをいつも

快躙にする装置です。ホコ 1)の多い所で作

業するときは 50時間毎に掃除•400時間ご

とに交換してください。普通の所でも100時

間毎に掃除・ 1000時間毎に交換Lてくださ

い。規定時間になってなくても、 1年間で

エレメントを交換してください．

エアクリーナ

タスクリーン

ど＜

一づこ
くエアクリーナエレメントの掃除のしかた＞

蓋を取外し、中のエレメントを抜き取り．

エレメントの内側から、空気を吹き付ける

か、振動を与えて隧を藩します。フィンに

傷を付けないよう気をつけてください。

くラジェータスクリーンの掲隙のしかた＞

ラシェータスク IIーンのチョウナットを外

し、横に引き出してください。

ワラクズやホコリを取り除いてください。

始業前、始業後に掃除してください。

11．パッテリの点検のしかた

パッテリの上限と下限のラインの問に液が

あるか調ぺます＂不足している槽があれば

蒸溜水を上限のラインまで補給してくださ

しヽ。

【注意J
●バッテリ各糧に、液を入れすぎると、完

電時にパッテリ液が吹き出し、 トラクタ

の金属部を露蝕させます。

●急速充電は、できるだけ避けてください。

●バッテ 1)を充電するときは、バッテリを

本機より取外して上部6個の蓋をはずL

て充電してください。

固l下記の事項を必ず守ってください。
●パッテリの点検時｀液檀キャップを開け

たときは、火気厳禁です。

●バッテリ液を身体や服につけないように

してください。付着したときは、すぐに

水で洗い流Lてください。

●パッテリの取付は④側から、取外しはe
側からはずしてください。

●バッテリを交換するときは、必ず取扱書

の詣定した容量のパッテリを使用Lてく

ださい。
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手入れと点検・調整ー一定期的に正しい点検をしてください。

12．パイプ類の点検について

燃料バイプ．ラジェータホースなど傷んで

燃料もれ、水もれがないか．また、締付パ

ンドがゆるんでないかも調べてください．

傷んでなくとも 2年毎に交換Lてください。

ラジエータホース

【澁意J
燃料バイプを交換したときは、空気（エア）

抜きをしてください。

固下記の事項を必ず守つてください。

燃料パイプの老化や、傷による燃料もれが

あると火災の原因になります。作業前後に

点検L、もれがあれば交換してください。

13．電気配線の点検について

エンジンサイドカパーを外し｀電気配線コ

ードが他の部品に接触して被裂のはがれや

也、または、桜触部のゆるみがないかを調

ペてください。傷んでいる湯合は、お買い

上げいただいた販売店または農協で修理し

てください。

偽んでなくても使m時間50時間毎、または
1年毎で定期点検を受けてください。

国下記の事項を必ず守ってください。
パッテ ，Jや配綿に付葦しているワラクズや

ゴミは、作業前、作業後にきれいに取除い

てください。



手入れと点検・調整―定期的に正しい点検をしてください。

14グリスアップ（注入）について

グリスアップは 50時1hl紺に行っていただ

きますが、作業に人るliiiに、各箇所のグ 1)

スの点検を行ない、必要ならばグリスアッ

プしてください。また．代かき作業等でii~

水に入った後は、作業終了後必ずグリスア

ッブしてください。

F(X)195(0) 

f"(X)215(D)-f"(X)265(D) 

,_クラッチペダルシャフト

プレーキペダルシャフト

口／
 

もに側後
/
9

（
／
 

ドッ

'

ロ
／
＇
／竺／

尾

／／し、
亥｀ ＼ 

叩 9嶋6 う-//‘  

9, 

ヽ、；

9090909• ¥ } | 1 | ¥ l 
會

‘--I タイロッド（左側にもあります。）

90909099 l'-111/ 
909E咲 9
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手入れと点検調整―定期的に正しい点検をしてください。

立
ー
ロ
l
0
)
/
-

t
 

センタピンサボート後
，＼ヽ

15．プレーキの点検・調整について

プレーキペダルを踏み込んで、規定の遊び

登(30-(0mm)と左右が同時に効くかを調ぺ、

てください。規定の遊び贅でない場合は、

左右の遅び景が30-40mmになるように．プ

レーキペダル後方にあるターンバックルで

躙節してください。調節後はナットを確実

に締付けてください。また、プレーキペダ

ルをいつばいに踏込んだとき、駐車プレー

キロックが確実に作動することを確屁して

ください。

F(X)195(D) 

右.II

左曇lプレーキ

1' 

弓応／＇
ヽ

'"”’’̂)ター

]で翌記各
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手入れと点検・詞整一~定期的に正しい点検をしてください。

F(X)215(D)-F'(X)265(D) 16．クラッチの点検・調整について

燃

.↓・りubし
〖、 I
ブレーキペダル

クラッチペダルを踏み込んで、規定の遊び

量 (15-25mm)があるかを調べてください。

規定の遊び畳でない場合は、遊び量が15~

25皿になるように、ターンパックルで調節

してください。躙節後はナットを確実に締

付けてください。

右側プレーキ

＆ 

’’ っ

、/ 0" 1 13 ら

内93匹 O'
ぎ竺信□ハ
＼ターンパックル／ 人＼ヽ

＼ 
、、̀、 1

→ --• --． 
9099岱9 ←ょーターンパック）レ/-

ー
一
ご
く

e' L,'I.！
 

【油意］

左右のプレーキペダルの遊ぴ量が5...以上

異なると、ブレーキの片ぎきが生じ危険で

す。常に、左右の遊ぴ量が111Jーであるよう

にしてください。

国下記の事項を必ず守ってください．

プレーキのききが悪かったり、片ぎきなど

があると転落、転倒事故の康因となります。

必ず作秦前に点検してください。

9, 9 9 9 クー ！ 1 ，．  
I I ， 

／遊び量15-25•• L I I )., 

／／ 

‘
 

¥、

9
/

y
 
I
ミ
[

}

[

J

[

F(X)215(D)-F(X)265(D) 

'' j -• e 
＇元竺令？ 9＿ ＼ヽ、
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手入れと点検調整 定期的に正しい点検をしてください。

17．ハンドルの点検•調整について

ハンドルを軽く左右に動かしたときの遊び

量が20-50mmの範囲にあるか調ぺてくださ

い。遊ぴ量が適正でないとハンドルが重く

なったり、直進性が悪くなります。遊ぴ畳

が適正でないときは、お買い上げいただい

た販売店、農協で整備してください。

20 

9093●9尤

固下記の事項を必ず守ってください。

ハンドルに著しいガタや遊ぴがあると｀走

行中、作業中に患わぬ事故の原因となりま

す。必ず作業前に点検してください。

'18．ファンベルトの点検・調整に
ついて

：エンジンサイドカパーを外し、 ファンペル

； 卜の中間を指で押え、ペルトのたわみが10

~15mmあるか、ベルトが損傷していないか

：調べてください。たわみが適正でないとき

＇は、ジェネレータ締付ポルトをゆるめ、 ジ

ェネレータを移動させて弓長りを調節します。

ジェネレータをいっぱいに動かして

i □::l五ここ：、三占．：
また．

ペルト勿＼＿ジェネレータ締付ポル

c゚ 

タ，

【注意l

エンジンが充分冷えた状態で行なってくだ

さい。



手入れと点検調整 定期的に正しい点検をしてください。

19．トーインの点検・調整に
ついて

トーインの詞整が悪いと｀ハンドルを取ら

れたり冥常に振れることがあります。綱整

A-B  は前9合のA寸法と B寸法を測定し、

が4~ 8mmであるか調ぺてください。
規定寸法でない場合は、 タイロッドエンド

のロックナットをゆるめ、 ターンパックル

で調節します。 トーインが4-8mmになっ

たらロックナットを締付けてください。

F(X)215(D)-F(X)265(D) 

1• B ~ I 

,.,..... 
aF(X)1 

1必＇

9090909Dタイロッド

i//,"ー／
・ビ＇ぐ
<‘̀ 

n’ 

F(X)215(D)-F(X)265(D) 

＼‘/望、`
＼ ／三ミ

909an3A タイロット‘

20．ヒューズ・ヒュージプルリンク
の点検・交換について

ヒューズポックスの蓋を外して、 ヒューズ

を点検してください。切れていれば、

容景のものと交挽してください。

規定

また、 エンジンを停止して、 メインビュー

ズ（ヒュージプルリンク）を点検してくださ

い。ヒュージプルリンクはヒューズの一種

で万一、配線回路（常時通電している回路）

ヘ過大電流が流れた場合、溶断して電流を

しゃ断します。溶断したら外被（ビニール）

が変色しますので、お買い上げいただいた

販売店、または農協で点検を受けてくださ

しヽ。

バックプザー用

ヒューズは、座

席シートカパー

の下で、配線に

ヒューズがあり

ます。

ヒコージプルリ

゜

ヒューズボックス
9A パイロットランプ
〇...レギュレータ

燃門計、＊温酎

IOA フラッシャうンプO • • • 
ホーン

IOA -． ワークフノプ〇...
UFO電渥

グロー'1レー
15A ヘッドランプor、-0...
エンジン直転訂
計匿盤

ヒューズを交挽してもすぐ切れてしまう場

合は、お買い上げいただいた販売1，りまたは

農協で点検を受けてください。
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手入れと点検・調整―定期的に正しい点検をしてください。

國下記の事項を必ず守ってください。

ヒューズを交換するときは、必ず規定容量

のものを使用し、他のものは使用しないで

ください。

21．タイヤの点検について

前・後輪の空気庄を標準空気圧に調整して

ください。また、タイヤに亀裂などがない

か確認してください。

前・後蛤に標準以J:の荷重がかかるときは、

空気圧を下表の最大圧内に調整してくださ

し‘•
タイヤ空気圧

空気圧(kc,/cmり

前輪 2.0 

襟
渾一
後輪 I.0 

前輪 3.0 
最 大

後輪 1.6 

過多 糠準 不足

22．排気ガスの色について

エンジン始動時は、少し黒色の排気ガスカゞ

でますが、通常は無色です。

黒色・・燃料が濃すぎるための不完全燃焼。

白色•••エンジンオイルが燃焼しています。

ただし、気温の低い場合は水蒸気で

白く見えることもあります。

黒色、白色の排気ガスが負荷をかけなくて

も出るときは、販売店で整備してください。



不調診断

※もし機械のエl子が悪いときは、表を参考にし必ずエンジンを止めてから詮断してください。

I.エンジン関係

状 ；兄 点検箇所 処 置

キースイッチを回して クラソチペダルを踏み込んでいま クラッチペダルを完全に踏み込ん

もスタータが回らない。 すか。 でから、メインスイッチを「START」

に回してください。

パッテリ液は規定量入ってますか。 パッテリ液を規定量補給し、満充

または放電してはいませんか。 電してください。

パッテリ端子部のゆるみ外れ、腐 端子部を清掃し、確実に締め付け

蝕していませんか。 て、グリスを塗布し防錆してくだ

さい。

，，インヒューズが溶断していませ 新しいヒューズと交換してくださ

んか。 し‘°

スイッチが故障していませんか。 サーピス工場で修理、または交換

してください。

セルモータが故障Lていませんか。 サービス工場で修理｀または交換

してください。

スタータは回るがエン 燃料タンクに燃料が入っています 漏タンに給油し．エア抜きをして

ジンが姶動しない。 か。 ください。

燃料にエアが涅入していませんか。 燃料のエア抜きを行なってくださ

し‘°

テコンプを引っばると回るが元に パッテ I)の充屯不足ですので允電

もどすと回らないとき。 してください。

燃料コックがrcJ位置になってい 燃料コックをroJ位置にしてくだ

ませんか。 さい。

エンジンが不規則に回 燃料系統にエアが混人していませ エア抜きをしてください。

転する。 んか。

燃料に水が混入していませんか。 水を抜き、新しい軽油と交換して

くださ'‘°

噴射ノズルが詰まっていませんか。 修理｀または交換してください。

燃料フィルタが目詰りしていませ 洗．浄．または交換してください。

んか。
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不謁診断

状 況 点検箇所 処 置

エンジンが過熱する 冷却水がイ；足していませんか。 冷却水を補給してください。

（オーパーヒート） ファンペルトはゆるんでいません ペルトの張り調整、または交換を

か、または破損してはいませんか． してください。

ラジェータフィンが目詰 I)してい i青1骨してください。

ませんか。

エンジンオイルが不足していませ オイルを補給してください。

んか。

過負荷運転をしていませんか。 負荷を軽くしてください。

エンジンの力が出ない エアクリーナが目詰りしていませ エアクリーナを点検してください。

んか。

ノス＇ルが焼付きついていませんか．

圧縮力が不足していませんか。
サービスI楊で修理してくださ

パルプクリアランスの調整は適正
し‘°

ですか。

噴射時期が悪くありませんか。

運転中にラジェータ水 サプタンクの冷却水置が少なくな 冷却水の補給をしてください。

量ランブが点灯した っていませんか。

運転中にエンジン油圧 エンジンオイル量が少なくなって オイルを規定量まで補給してくだ

ランプが点灯した いませんか。 さし、ロ

エンジンオイルの粘度か低くあ‘) 適性枯度のオイルと交換してくだ

ませんか。 さし‘°

プレッシャスイッチが故障してい スイッチを交換してください。

ませんか。

オイルポンプが故障していません サーピス工場で修理をしてくださ

か。 し‘°

サーモスタートランプ ヒューズが溶断していませんか。 新しいヒューズと交換してくださ

が点灯しない し‘°

運転中にチャージラン レギュレターが故障していません サーピス工場で條理してください。

プが点灯した か。

レギュレター（カーレントリミッ レギュレクー（力＿レントリミッ

タ）が故閲していませんか。 ク）の交換をしてください。

ファンペルトのゆるみ、または破 ベルトの弧 9)調整、または交換を

損していませんか。 してください。
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不調診断

2.クラッチ・プレーキ関係

状 況 点検箇所 処 置

クラッチがすぺる、ま ペダルの遊び櫨は適正ですか。 ペダルの遊び景を調整Lてくださ

たは切れない しヽ。

プレーキのききが惑い、 プレーキの遊び量は適正ですか。 ペダルの遊び景を調整してくださ

または片ぎきする し¥,

プレーキペダルの戻り プレーキ戻しスプリングが破損し スプリングを交換してください。

が悪い、またはプレー ていませんか。

キが鳴く 各摺動部のグリスが切れていませ 銹を落としてグリスアップしてく

んか。 ださい。

3.油圧関係

状 況 点検箇所 処 置

作彙機が上がらない 油庄ストップ、スローリターンパ 油庄ストップ、スローリターンパ

ルプがr閉Jになっていませんか。 ルプをrl!ll」こしてください。

ミッションオイルが不足していま 規定量まで補給してください。

せんか。

吸入パイプ系統からエアの吸い込 フィルタケースや取付部などを増

みがありませんか。 し締めし、パイプに亀裂が発生し

ていたり、 0リングが破損してい

れば交換してください。

オイルフィルタが目詰りしていま 清掃•または交換してください。

せんか。

油圧ポ．ンプが故障してはいません サービス工場で修理してください。

か。

コントロールパルプがゴミをかん サービス工場で＇冬理してください。

でいませんか。または0リングは

破損してはいませんか．

シリンダが破損していませんか。 サービス工場で修理してください。

主変速レパーをrR」に パックスイッチの接触は．悪くあ パックスイッチを確認Lてくださ

しても、作集懺力<..I:.ら りませんか。 し‘°
ない。

作業機昇降レパーを
，，ゞックアップモータ回路のヒュー 新しいヒューズと交換してくださ

上げにしても、作業
ズが切れていませんか。 い。 (62ページ）

機が上がらない。 モータワイヤリンクは正常に動い スムーズに作動するように、嗣整

ていますか。 する。

66 



67

不詞診断

状 況 点核箇所 処 置

作集懺が下がらない 油豆トップ、スローリクーンバ Ii由圧ストップ、スローリターンパ
ルプが『閉』になっていませんか。 ルプをr開Jにしてください。

1 コントロールパルプがコミをかん サービス工場で修理してください．

でいませんか。

シリンダが破損していませんか． サーピス工場で修理してください。

作叢懺昇降レパーを ポジションコントロールレパーが ポジションコントロールレバーを

r下バこしても、作業機 r最浅位置Aこなっていませんか。 解除方向に移動させてください。

カぐがらない。

4.電装関係

状 況 点検箇所 処 置

ヘッドランブが点灯しな 電球が切れていませんか。 電球を交換してください。

ない ヒューズが切れていませんか。 | ヒューズを交換してください。
ソケットから配線が外れていませ 点検セットしてください。

んか。

接触が悪くありませんか0 アースおよびターミナルの点検清

掃をしてください。

フラッシャーランブが 電球が切れていませんか。 電球を交換Lてください。

点灯しない。 I ヒューズが切れていませんか｀ ヒューズを交換してください。

フラッシャーユニットが故障して フラッシャーユニットを交換Lて

いませんか。 ください；

接触が悪くありませんか。 アースおよびターミナルの点検清

掃をしてください。

ランブ類が点灯しない 電球が切れていませんか、2 i 電球を交換してください。

ヒューズが切れていませんか。 ヒュ ズを交換してください。

配線の接続が悪くありませんか。 点検し確実に接続してください。

スイッチが故障していませんか。 スイッチを交換してください。

アースの状態が悪くありませんか。 アース線を確実に車体に締めつけ

てください。

パッテリが放屯していませんか。 允屯してください．

ホーンが鳴らない ヒューズが切れていませんか。 ヒューズを交換してください．

ホーンスイッチの接触が悪くあり ホーンスイッチを確認してくださ

ませんか， し‘o
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5.ロータl)関係

状 ;l1. 点検箇所 処 置

エンジンをかけるとロ リヤカパーがrJ:.Jげの状態になっ 1}ヤカパーを下げてください。

ータ 1）が上がり、 OJI} ていませんか。

ーフ音が出る

作婁覆昇降レバーを鳥 ポジションコントロールレバーが ボジションコンコントロールレパ

r下バこしても作婁機が 棗浅位置になっていませんか。 ーを．解除方向に移動させてくだ

下らない さしヽ。



仕様

FIOSOI 

影 式 形 式
項 目 偏考 項 目

F"195 I F"195D 備考F"195 F90SD 

軍両重量（ko) 800 細 3P付 銘柄型式 3TNB80-RN 

重
荷璽（'4)

前輪 395 450 種 類 ディーゼル

汲輪 405 410 冷却方式 水冷ラジエタ

量 附荷重量 後輪 25X 4 ア9ッテメント シリンダ数 3 
（kq) 

本体 20X 2 ア9・ッチメント 概
内径 X行程 (m) 80x88 

機関出力 (PS/,pm) 19/2500 総排気量（cc) 1327 

形 状 ホイールトラクタ 噴射ボンプ ボッシュ

軍 糧 小型特殊自動車 燃料
噴射弁形式 ホール

系統

1還 I, 16(0、32) 燃 料 ヤンマー璽塩2たはティーゼル軽濾

2速 1.53(0.42) 燃料タンク饗量 (I) 25 

前 3返 2.17(0.60) 
潤滑 潤滑方式 トロコイドポンブ圧送式

4速 2. 75(0. 76) 
関
系級 潤滑滋量(I) 4.0 

5速 3.64(1.00) 冷却水量 (t) 4.5 サプタンクを含
．，， 

性
9速 5.13(1 42) 克電発電巖19..) 12-200 

走 進 7遼 7.14(1 98) 電気
は馳発霞橙1,-KW） 12-1.6 

系統

8達 9 43(2.62) 冒鵞池1,仙I 12-75 
行

グイヤフラムク9速' l'-27(3.97) 最高運度 杢クラッチ 乾式単板 ラッチ

速 l速 1.50(0.41) g 
変遅機潤滑浪量 (l) 15.5 | 15. 5 

後 g 2速 3.57(0.98) 葦動装置形式 傘曹車式（デフロック付）
度 進 部

3返 9.26(2.56) 終減逗懺形式 ハスパ歯車

km/h l 0.20(0.06) 9,1 輪 4.00-12 6-12 

？{ g 低逗
走 車輪

(m／紐cl 2 0.27(0.07) 殺 輪 8 ̀  3 -2 8 ハイうク
行

能
3 0.38(0.10) かじ取装置 ポールスクリュー式

ブ 藝

う
R 0.2)(0.07) 足プレーキ 櫨械式温式ディスクプレーキ

置

シ
l 0.41 (0.11) 駐軍プレーキ ペタルロック式

ヨ高 ？ 0.54(0.15) .,.，，メータ．水．II.1t.79．ンシ
ン速 ャパイ Cットうンプ．テャージ
-仕 3 0. 76(0.21) 

i 
パイロット9ンブ、オイルバイ

様 ロ. ., ~ランプ島燃料計-前照灯．

R 0.53(0.14) 計暑目iU璽臀薔i ホーン、方向撞示灯．水量バイ
nット 9ンプーバッテリ濱量..tt
重ヽ イゞロ・9トランブ．サーモパイ

全長 (m) 2790 0アリンクtで ロットランプ．ダ・ンシュ9ンプ、
リフトアッブランブ渇主軍ランプ

全幅（標準性熊）（~) 1180 
回転万向 右回り機 全高 (mm) 1465 らヽ9;9一まで ! 軸 寸 法 1-J 3S(JIS軸）体 軸距 (=) 1490 

出 輪 1l!転速度（""") 571、785、1209寸 前輪(-) 840 870 軸
輪 距 その他駆動部 なし法 後輪(m) 940 • 1060 

けんII装置壼武 ピン固定式

最低地上高 (mm) 330 280 
ま冒芸置の＇覆晨柑(~ッション低母） (7Cントア9スル） :J i 

3点リンク JIS0形

豪この仕様は改良などにより．予舌なく変更することがあります． 厚攀nータリ尊編 （-) RSB: 1302、RCB:1302 

油圧制綱方式 ポジションコントロール付
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仕様

FX105(Ol 

項 目

車岡璽量（勺）

筐
25 x 4 

重 I I前輪

量；；塁ロ―~機関出力 (PS/,pm)

20X 2 

99/2500 

3~ 

形 式
Ill 考項 目

FX195 FX195D 

銘柄型式 3TNB80̀RN 

糧 類 ティーセ'Jレ

冷却万式 水冷ラジエタ

ア9.，チIンt| シリンダ数 3 

ア9ッテヽ ンt 懺 内怪 x行 9呈（ー） 80X88 

形
一
立

状
一
種

ホイールトラクタ

l速

2速

小型特殊自動車

I. 16[0.32) 

1、53(0.42)

蔚 3速 291(Oヽ 0)， ， 
遅ヽ 2,75(0.76) 

5逮 3,64(1.00) 

性 1

I進
6速 S.13(1.<2) 

走 7逗 7.14(1.98) 

I 
8逗 9.43(2.62) 

行
這 1427(3.91) 

達 I 後 l速 I 50(0.41) 

2遼 3.57(0.98) 
度 遮

3速 9. ?6(2.S6) 

hIh I 0,20(O06l 

(m/s心
プクリI癒遼仕樟
2 0.27(0.07) 

籠 I 3 0,38(0,IO) 

；； プ R 0.17(0.07) 

I 0.41 (0.11) 
シ

心ンヨ 仕逗裏
2 0.54(0.15) 

樟
3 0日76(0.21)

R 0.53(0.1ヽ）

全長 (mm) 

”” 全9l（標準性能）（mm) 9 980 

機 1全高 (=) 9465 

サプ9ンク＊富
1 •ず

＇ 
， 

羅高逗度

□
〗
郎

9イヤフ
9ッテ

終減速機形式

; 置 1.＂m匹 I
n11）ン？2で

ハスパ菌車

, 4•OO-12 1 6.OO・12

1 -24 1ハイラグ

ボールスクリュー式

機虹湿弐ディスクブレーキ
I 

ペタルロック式

9{79i9-gで

寸

法 1輪

回転方向

,.ワメー,.＊温ぶ．フラ・9シ
ャパイロッ 9ランプ、テャ-ジ
パィロ・"ランプ．ォ''""
0 .，"ンブ、螂判•9t．豹懇灯．
m-,.方向謳示灯．亭●9"
ロッ 99ンプ．、ゞッテ＇わ璽量ぷ；
●ヽHo•, トランブ．サーモ 99 イ
0-， 9ランブ．タッシュラン"・
リ 7• ア・9 ブ●ンプ．随璽ラ 9..,

右回り

体 i軸距 19叩

840二 870

9•0 • I姻

最低地上高 (m)1（ミッ后二？如
濠この仕樟は改貴などにより、予誉なく変更することがありaす．

(m) 

前輪(m)

距I
後輪(m)

：口付
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仕様

FZl!SCDI 

形 式
項 目 偏考

F215 F"215D 
項

形 式
目

F21S | F21SD 
偏考

車両重量 (k,) 920 1005 3P付 銘柄型式 3TNB82-RN 

重
荷重（勺）

前輪 435 510 種 類 デイーゼ9レ

悛輪 485 495 冷却万式 水冷うジエタ

量 附而重量 使輪
25x 4 ア9ッテメント シリンダ数 3 

(k,) 
本体 20X2 79ッチメント 機

内径 x行程（-} 82X 88 

機関出力 (PS/,om) 21/2500 総排気量 (cc) 1394 

形 状 ホイールトラクタ 噴射ポンプ ポ・ッシュ

寛 糧 小型特殊自動車
燃料
噴射弁形式 ホール

系絞

l運 0.82(0.23) 燃 料 ヤンマー璽漏iたは，，ィーゼ1レ暑漏

2返 1.13(0.31) II!用タンク喜量 (l) 25 

前 3逗 1.53(0.42) 

4速 2.24(0.62) 

5速 3.08(0.85) 

潤滑 潤滑方式 トロコイドポンプ圧送式

系絞 澗滑息量(9) 4,0 
間

6逗 4.IS(I.IS) 冷却水量 (9) 9. 5 ，，，プ9ンクを含..,. 
性 違）逗 7.31(2.03) 克言発電需(V-WI 12-200 

走
8運 10.03(2.78) 電気

始蘭発貢鸞(V輝 l 12-1.6 
系統

9運 l<.62(4.06) 最高速度 蓄電池(9-Ah） 12-75 

行 1遠 I.14(0.31) 

道後 2 逗 3.10(0.86) 

速 3速 10. 11 (2.81) 

1速l 0.13(0.03) 
度

2速 0.18(0.05) 

主クラッチ 乾式単板
ダイヤフラムク
ラッチ

号変逗II潤滑皐量 (I) 24 I 24 

i 差動誌置形式 傘曹軍式（デフロック付）

終濃退憬形式 ハスバ歯車

km/h 
前 3返 0.25(0.07) 
ク
'} 4速 0.36(0.10) 

(m/sec) 

少 這 0.50(0.14) 

熊
オプ追
6運 〇.68(0.19)

7速 1.17(0.32) 
シ
ヨ 8速 1.65(0.46) 

前 輪 ,.00-,2 I 649 
定 軍輪

後 綸 9.5-22 ハイラグ
行
かじ取装置 ポールスクリュー式

装
足プレーキ 襲械式温式ティスクプレーキ

置
駐車プレーキ ペタルロック式

ン
9運 2.23(0.62) .,..,,,—•,. *II.It.フラッシ

ャパイロットランプ` テャー；；；

後 1速 D.18(0.D5) 

進 2逗 〇.51(0.14)

3速 1.67(0.46) 

: パイ Cl．ントランブしオイルパイ
ロフトランプ` 燃料計ー前懸灯．

＇ 
計塁乱iu'胃薩量 ホーン．万向指示灯、水量バイ

ロットランプ．パ・ッテ ，1濯量、比
重パイロ・9トランブ...,.ーモパイ

全長 （呵） 2840 nアリン9まで
〇ットランブ，ダ，ッシュうンブ，
，Jフトア・ンブランプ．駐車ランプ

全幅（雲準性能）（mm)

”“ 機 全高 (~) IU5 バ・19ミうーまで

体 軸距 (mm) ISIO |525 

寸 前輪(m) 910 1020 

固転方向 左回り

苫軸 寸 滋に厠） 35(JIS軸）
取

品輪回転速度(,pm) 574,698,958、1293

その他駆動部 なし
輪 距

法 後輪(~) 970、1090 けん引装置形式 ピン固定式

最低地上高(=)
2% 280 

（ミッシ3ン低畠） (70ントア92Jレ）

嶽この仕様9a改良などにより．予誉なく変更することがあり..... :i 
装冒至冒の直嚢現格 3点リンク JISI形

言攀ロー9'／葛輻 （一） RSB: 1402、RCB:1502 

油圧制彎方式 ポジションコントロール付
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仕様

FX2151DI 

形 式
頌 目 備考

F"X215 FX21SD 

形 式
項 目

F"X215 I F"X215D 
傭考

軍問重量（kt) 930 1015 3P付 銘柄型式 3TNB82-RN 

重 前蝙 4“ 
百重（切）

515 糧 類 ディーゼル

後輪 490 soo 冷却方式 水冷ラジエタ

量 附荷重量 後輪 25x ● アタッチメント シリンダ数 3 

（kq) 
本体 20X 2 79ッチメンt 機 内径 X行程（ー） 82X88 

機関出力 (PS/,pm) 21/2500 捻捨気量 (cc) 1394 

形 状 ホイールトラクク 噴射ポンプ ポッシュ

寛 穫 小型特殊自動車
燃料
噴射弁形式 ホーJレ

系統

l速 0.80(0.22) 燃 料 ヤンマー璽油21：はディーゼル軽直

2遠 1.13(0.31) 
燃科タンク害量（ヽ） 25 

前 3返 1.53(0.42) 

4速 2.18(0.60) 

5遼 3.08(0.85) 
走

6運 4.15(1.15) 

潤滑 潤滑方式 トロコイドポンプ圧送式

系統 澗滑滋量(I) 4.0 
関

冷却水量 (I) 4.5 サ畠ずプクンク｀含

性 遮 7逗 7.10(1.97) 瓦電危電璽 IV•WI 12-200 

走
8速 10.03(2.78) 

9速 14.62(4.06) 最裏速度

電気
始軌免電慧 (V•暉） 12-1.6 

系絞

蓄竃池IV船： 12-75 

行
後
l速 1.14(0.31) 

違
2返 3.10(0.86) 

速 3速 10.11 (2.81) 

［速 0.13(0.03) 
度

2速 0.18(0.05) 

主クラッチ 乾式単板
ダイヤフラムク
ラッチ

動

I 力 変逗櫨潤滑油量 (l) 94 24 

g 
豊動蓑置形式 傘軍式（デフロック付）

部
終減速機影式 ハスパ歯軍

km/h ク前
3返 0.25(0.07) 

リ 4逗 0.37(0.10) 
(m/see) 少 5速 0.50(0.14) 

能 多 6速 0.68(0.19) 

シ道 7返 1.20(0.33) 
ヨ

1,65(0.46) ン 8逗

前 輪 ,.00-12 I 6-14 
走 車輪

後 輪 9.5-22 ハイラグ
行
かじ取装置 ポールスクリュー式

菱
足プレーキ 橙械式温式ディスクプレーキ

置
駐車プレーキ ベタルロック式

9速 2.23(0.62) アウメータ｀水温針｀フラッシ
ャバイロ・ントラ;.,プ．チャージ

1速 0.18(0.05) 
後

0.51 (0.14) 進 2返

3速 l.67(0.C6) i 
』 9'-(Cl ．ット 9 ンプ．オイル•パイ

口フトうンプ` 醗料計` 事i照灯．
け塁爾〗 0鳳＇皇1 ホーン．万向91示灯｀水●バイ

口フトランブ・パ •9 が）濠量』比
重パイロットランプ、サーモパイ

全長 ｛血,) 2840 
ロッ『ランプ，ダ・ッシュランプ．

ロアリンクまで リフトアップランプ．駐車ランプ

全幅（標準性能）（m） 1240 

機
全高 （-) 144S パックミう一こで

体
輪罪 (...） 1510 1525 

寸
前輪(-) 910 1020 

法
輪 距

後輪(-) 970、109()

回転方向 左回り

月軸 寸 法(-) 35(JIS軸）

悶軸回転速度(,pm) 574、698、958.1293
軸
その他駆勧部 なし

けん!I藝置影弐 ピン固定式

最低蠅上属 (m) 296 280 
（ミ•，ショ心） (70'A79ス.l)

筆この仕様19改良などにより，予告なく変更することかありますC :i 
量量量iの植霞覆絡 3P JIS I形

標邑Pータリ積饂 (m•) RSB: 1402、RCB:1502

油圧御lilll方式 ポジションコントロール付
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仕様

F2351DI 

形 式
項 目 傭考

F2辛 ..23中

形 式
項 目

F23S | F'2351> 
儡考

車両璽量 (k,) 940 1020 3P付 認柄型式 31"B84-RB 

重 前輪 '45 
荷重（'9)

515 種 類 ディーゼル

後輪 495 505 冷却万式 水冷ラジエタ

量 附荷重量 餞輪 25X 4 ア9ッテjント シリンダ数 3 

（"9) 本体 20X 2 79,'Jチメント 概
内径 x行程(-) 84X88 

機関出力 (PS/rpm) 23/2500 総排気量（な） 1463 

形 状 ホイールトラクタ 噴射ポンプ ポッシュ

車 種 小型特殊自動車
慾粕
噴射弁形式 ホール

系紅

l速 0.80(0.22) 燃 料 ヤンマー璽油またはティーゼル軽油

2運 1.11(0.30) 懲料タン9容量 (I) 25 

前 3逗 1.49(0.41) 

4速 2.19(0.61) 

5速 3.01(0.83) 

潤滑 潤滑方式 トロコイドポンブ庄送式

系紐 潤滑油量(l) 4.0 
間

I 6逗 4.06(1.13) 冷却＊量 (9) 9. s サ皇ずプ，，ンクを書

性 道 7速 7.15(1.98) 充電発電盪IV署） 12-200 

走
8速 9.82(2. 72) 

9速 14.31(3.97) 最高速度

電気
b'楊母夏Ill"<WI 12-1.6 

系統

蓄電池IY袖； 12-75 

行 1連 1.11(0.31) 
後

違 2速 3.03(0.84) 

速 3逗 9.89(<.74) 

,；；； 0.13(0.03) 
度

？運 0.18(0.05) 

主クラッチ 乾式単板
ダイヤ.,.ラムク
ラッチg 夏還Ill潤清油量 (9) 24 | 24 

E 差動装置形式 傘歯寛式（デフロック付）
部
終減遼機．形式 ハスパ歯車

ko/h 
前 3速 0.24(0.06) 
ク

i 
4返 0.36(0.10) 

(m/sec) 
5速 0.49(0.13) 

能
オプ遍
6速 0.67(0.18) 

7速 I, 18(0.32) 
シ

前 輪 ,.oo-,s I 7-14 
走 専

復 輪 9.5-24 ハイラグ
行
カ‘し取珪ii ポールスクリュー式

装
足フレーキ 置械式晶式ティスクプレーキ

置

ヨ 8速 1.62(0.45) 駐車プレーキ ペクルロック式
ン
9速 2.18(0.60) アワメータ．＊温．フラッシ

ャ ,~,f Clットランプ、チャージ
1連 0.18(0.05) 

後 2速 0.50(0.13) 

進 3速 1.63(0.45) i 
,` ィロ・リトランブ` オイルバイ
ロットランプ` 燃円酎` 前隅灯`

HI員及び雙扇姜置 ホーン、方向権示n.水量バイ
ロットランプ` バッテ＇」液量．辻
●バイロッ『9ンブ39ーモバイ

全長 (=) 28仰 aアリ:,9まで
ロットランプ・ダッシュランプ．
'Jフトアップランブ息ま亨ランブ

全幅（轡準性能）（-) 1240 

機 全言， (..） 1475 ‘̀”'ミうー3で

体 軸距 (-) 1510 1525 

寸
前鴫("") 990 1020 

回転方向 右回り

動力 輯 寸 法(-) 35(JIS輪）
取

且
軸回転速度（中n) 574、698,958.1293

その他駆動部 なし

法
輪 距

後輪(-) 970、1090 けん引裟量形式 ピン固定式

最低地上高(-)
322 Z95 

（ミッション低部）（7aンt19スル）

賽この仕様I1改良などにより｀予告なく変更することがあり3す ;i 
蓄量蓄il•H農格 3点リンク JISI形

覆亀ロー9'／耕幅 (m) RSB: 1402. RCB: 1502 

油圧制鶴万式 ポジションコント Eール付
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仕様

!FX235!DI 

形 式 形 式
項 目 偏考 項 目

FX235 I FX235D 儀考F"X年 F"X2350 

車両璽量（½) 950 1030 3P付 銘柄堅式 3TNB84-RB 

重 前輪 450 
荀重（"9)

520 種 類 ディーゼル

後綸 500 510 冷却方式 水冷ラジエタ

量 附荷重量 後輪 25X 4 7'9ッチメント シリンダ数 3 

（'>) 本体 20X 2 アタッチメント 徽
内径 x行 1呈(-) 84X88 

機関出力 (PS/rpm) 23/2500 捻排気量 (cc) 1463 

形 状 ホイールトラクタ 噴射ポンプ ボッシュ

軍 種 小型特殊自動車
燃料
噴射弁形式 ホー）レ

系統

1速 0. 78(0.21) 撚 序I ヤンマー重這まt:はディーゼル匿遍

2遠 1.11(0.30) 
懲料タンク容量（ヽ） 25 

前 3遮 1.49(0.41) 
澗滑方式 トロコイドポンブ庄送式潤滑•4速 2.13(0.59) 

系統
5速 3.01 (0.83) 霞|

澗滑油量(I) 4.0 

6速 ,.06(1.13) 冷却水量 (I) 4.5 サ鷹ずプ9ンクを書

性 遣 7速 6.95(1.93) 充電角電鬱IV讚） 12-200 

8連 9 82(2.72) 篭気
は薗脅電11!(V輝） 12-1.6 走 系統

9速 14.31 (3.97) 最高速度
畜電湿(V釉1 12-75 

行 l速 1.11(0.31) 
主クラッチ 乾式単板

ダイヤフラムク
後 2逗 3.03(0.84) 

働力 度逗鬱潤湯拿量 (I)

ラッチ

速 道 3逗 9.89(2.74) 29 I 94 
1運 0.13(0.03) 

g 
差動装置影式 傘薗室式（デフロック付）

度 部
2速 〇.18(0.05) 終減遼機形式 ， ハスパ菌軍

km/h 
前 3速 〇.24(0.06)

前 輪 ,.oo-,s 1 7-14 ク
走 車輪

>
4速 〇.35(0.09)

(m/..c) 複 輪 9.5-24 ハイラグ
5速 0 49(0.13) 行

かじ取装置 ポールスクリュー式
能 g道 6速 0.67(0.18) 装

7速 I, 14(0.31) 足プレーキ 懺械式温式ティスクプレーキ
シ 霞
ヨ 8速 1.62(0.45) 駐車フクレーキ ベタルロック式
ン
9速 2.18(0.60) アワメータ、水温ほt フ7 ・ソン

ャバイロ・ントランプ．チャージ
l連 0.18(0.06) 

i 
パィロット9ンブ` オイルパイ

後 2速 0.50(0.13) 
ロ・9トランブ．燃料計．前照灯．

tt喜9及び侵91置 ホーン．万疇9謂示灯．水●バイ
進 3返 1.63(0.45) ロットランプ` ‘̀ ッテ＇｝濠量 .Jt:

●バイロッ..ランプ．サーモパイ

全長
ロ・ントランプメダ・9シュ9ンブ．

(-) 2840 ロアリンクまて• リフトアップランプ、駐重ランプ

全幅（樗準性能）（mm) 1240 回転方酌 右回り

機 全高 (mm) 1475 、iックミう一iで 動ヵ 軸 寸 法(-) 35(」IS軸）

体 軸距 (~) 1510 1525 苔輪回転速度（中） 574,698,958、1293

寸 髄
前輪(~) 990 1020 その他駆動部 なし

法 輪 距
後輪(m) 970. 1090 けん引藝I形式 ピン固定式

最低地上高(-)
322 295 

：』； 
藝量羞量の履畠爾畠 3点リンク JISI形

（ミッショ准葛l{71lント792ル）
樗翠D-9’J絹幅 (m) RSB, 1402, RCB.―1502 

戴この仕様は改良などによ IL予告なく変更することがあり2す
油圧制御万式 ポジ｀ンョンコントロール付
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仕様

F2S!5置91

贅 式 形 式
項 目 偏考 項 目

f"255 I f"255D 偏考F2SS F?9弓n
車両重量 (k9) 990 1065 3P付 紘柄型式 3TNB84-RA 

重 前輯 5ヽ5
荷重（~)

520 種 頚 デイーゼル

恒輪 535 545 冷却方式 水冷ラジエタ

量 附荷重量 懐輪
25X 4 ア9ッテメント シリンダ数 3 

（'4) 本体 20X 2 ア9.；チメント 機
内径 X行程(-) 84X88 

機関出力 (PSIrpm) 25/2500 捻排気量 (cc) 1463 

形 状 ホイールトラクタ 噴射ポンプ ポ^ 9シュ

車 種 小型特殊自動軍
燃料
噴射弁形式 ホール

系統

l還 〇.83(0.23) 燃 料 ヤン?-I濾2 たはティーゼI~

2逗 1.15(0.31) 懲料クン9薯量 (I) 25 
前 3達 I.55(0 43) 

澗滑方式 トロコイドポンプ圧送式潤滑
4速 2.27(0.63) 

系統
5速 3.12(0.86) Ill 

澗滑凜量(I) 4,0 

冷却水量 (t) 4.5 
サプタンクを含

6返 4.21(1.17) .,. 
性 進 7速 7.41(2.05) 充電発電量IV●●) 12-2DD 

8速 10.16(2.82) 電気
船駐名電伍｛＂償 i 12-1.6 | 

走 系統
9運 14.81(』． JI) 最高速度 冒電池l•-"I 12-75 

行 後 l逗 1.15(0.32) 
主クラッチ 乾式嵐板

9イヤ7.,ムク
ラッテ

進 2速 3. 14(0.87) g | 運 10.24(2.84) 
変逼機潤滑遺量 (l) 24 24 3速 g 

1速 0.13(0.03) 豊勤装置形式 傘嘗軍式（デフロック付）

度 部
2返 〇.19(0.05) 賽減返Ill形式 平歯軍

km/h 
前 3逗 0.2S(0.07) 前 輪 s.oo-rs I 7-16 
ク
4運 0.37(0.10) 走 車輔

リ 悛 輪 11.2-24 ハイラク(mI認c)
少 5逮 0.51 (0.14) 行

かじ取装置 ポールスクリュー式
能

＾ ぅ進
6速 〇.69(0.19) 養

7達 1.22(0.34) 
足プレーキ 機械式温式ディスクプレーキ

シ 置
ヨ 8速 1.67(0.46) 駐軍プレーキ ペタルロック式
ン
9速 2.26(0.62) .,..,メ-9` 水温Lit.フラッシ

.,.，` イロットランブ` チャージ
後 1運 0.19(0.05) : バイロットランプしオイルバイ

ロットランプ．燃H計．前隈灯．
道 2逗 〇.51(0.14) 註昌目及U'臀蓄i ホー;..,，万1iiJ擢示灯、水●9tィ

1.69(0.47) 自 ロットランプ．パッテ＇」濱量．止
3速 璽パイロットう:.,プ・サーモパイ

全長 (m) 2840 []アリン92で
0，ソトうンブ．ダ，yシュランブ．
,｝フトアッブランプ．駐軍ランブ

全幅（標準性能）（...｝ 1320 回転方向 右回り

機 全高 (...） 1500 ,~.， 9 ミう一2で ： 軸 寸 法（-) 35(JIS軸）

体 軸距 (m) 1510 1525 軸出軸固転速度(,pm) 574,698、958,1293

寸 前輪(mm) 990 1060 その他駆動部 なし

法
輪 距

後輪(••) 1020-1320(4段） けん引毎置形式 ピン固定式

最低池上漏 (m)
340 320 

:i 
吾量呈冒の覆晉璽格 3点’Jンク JISI形

（ミッション低畠） (9砂ワ9スル）
饗準ローク＇）翡幡 (m) RSB: 1502. RCB: I 502 

油圧制御万式 ボジションコントロール付
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仕様

FX2“so 

影 式 形 式
項 目 備考 項 目

FX2四 IFX25!lD 
偏考

F'X255 FX255D 

車両重量（勺） 1000 I075 3P付 路柄型式 3TNB84-RA 

重
寄璽（'9)

蔚輪 9切 立5 種 類 ディーゼル

後輪 畑 5” 冷却方式 水冷ラジェタ

量 酎荷重量 後輪
25X 4 ア9ッテメント シリンダ数 3 

（"I) 本体 20 X 2 ア9ッチメント 機
内径 x行程（一） 84X 88 

懐関出力 (PS/,pm) 25/2500 総排気量 (cc) 1463 

影 状 ホイールトラクタ I 嗜射ポンプ ポッシュ

車 種 小型特殊目動車
燃料
噴計弁形式 ホール

系絞

l速 D.81(0.22) 燃 料 ャ•>•-•潰t たはディーゼル麗煽

2逗 I. 15(0.31) 1111料タン9喜量 (9) 25 
前 3速 1.55(0.43) 

澗滑万式 トロコイドポンプ圧送式潤滑4運 2.21(0.61) 
系紐

i 5速 3.12(0.86) 1111 
潤滑；；量{9) ,.o 

5逗 ．ヽ21(I、17) I冷却水量 (9) 9. 5 サまずブアンクを含

性 進 7速 7.19(1.99) 克電発電IllIV囀） 12-200 

8遅 10.16(2.82) 電気
始り発電機(V額） 12-1.6 走 系統

9逗 I●,81(<.II) 最高速度
詈電池（ゆl I 12-75 

行 後 i逗 I.IS(0.32) 
， ， 

' 主クラッチ 乾単板
ダイヤフテムク
,"，テ2速 3. i4(O-87) ？ I 速 道 3速 10,24(2.84) 

夏還蜆澗濤凜量 (9) 24 24 

竺 0.13(0.03) E 甍動装置形式 傘饂●式（デフロック付）

度 部
2返 0.19(0.05) 紐減逗機形式 平歯軍

km/h 
前 3；；； 0.25(0.07) 前 輪 5. oo-1 5 | 7-16 
ク 走 軍輪
リ 4遅 0.36(0. 10) 

後 輪 11.2-24 ハイラグ(m／碑cl
少 5速 O.S!(0.14) 行

かじ取装童 ボ-ルスクリュー式
能

う進

6逗 0,69(0.19) 藝

7逗 1.18(0.33) 足プレーキ 機械式湿式ディスクプレーキ
シ 置

ヨ |8連 1.67(0.46) 駐軍つ’レーキ ペタルロック式
ン
t、 9速 2:6(O倉62) I アつメー'.宣ふ量酎•+フラッシIャバイロ'”ンプ、チャージ
後 1返 0.19(0.05) 運 バィP上JIトランプ≫ォィルバイ

転 ロ・',.ランプ+燃料討．畜照灯`
2逗 0,51(0.14) 計喜匿iび罹胃装置 ホー;.,,万向指示灯+'）木濠鸞量パイ
這 3速 1.69(0.47) 喜 ロットランプ` パッテ Jむ

I 鵞ヽ イ`ロ・ソトランプ．サーモバイ

全長
ロットランブ．ダ・y．ンュランブ．

(m) 2890 nアリンク2で ,Jツトア，9プランプ．駐軍ランブ

全瀑（標準性能）｛=I 1320 1ll1転方向 右回り
動 ~^ 懐

全高 （..) l細 パっ？ミう一まで 力 軸 寸 法(-) 35(.1S輯）

．体
翫
軸回転速度(rpm),軸距 (m●) i 5IO 1525 出 5)4、698,958、1293

寸
輪

前輪(m) 990 1060 その他駆動部 なし

法
輪 距

後輪(=) IOZ0-13Z0(4段） けん!I装置形式 ピン固定式

最低遁J:.高(-) ”390 ン量量111 320 
＂姜置 0程景覆格 ， 3点リンク JISI形

｛ミッ {9BントアクスA,} l四芸l 1 襲導9ーク ，J積幅 (-) RSll:f5匹、RCB:1502
油圧制御方式 ボジションコントローiレ付
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仕様

F2&5CDI 

形 式 形 式
項 目 備考 瑣 目 懺考F"2藝 F云65D F285 I F'2860 

車両重量（-.1 |020 1095 3P付 銘柄型式 3TNB•84-RN 

重
荷璽（均）

●9輪 470 535 種 頷 ディーゼル

後輪 550 560 冷却方式 水冷ぅ；；ェタ

量 附荷重量 後輪 25X 4 アクッテメント シリンダ数 3 
(k,) 

本体 20< 2 アク・Iチメント 機
内径 X行程(-) 84X88 

機関出力 (PS/,pm) 26/2500 総排気量 (cc) 1463 

形 状 ホイールトラクタ 噴射ポンプ ポッシュ

車 糧 小型特殊自動軍
燃料
噴射弁形式 ホール

系統
1速 0.83(0.23) 燃 料 ヤンマー璽浪またはディーゼル襄浪

2返 I. 14(0.31) 
燃科9ンク書量 (t) 25 

前 3速 I. 53 (0. 42) 
澗滑方式 トロコイドポンプ圧送式澗清4速 2.25(0.62) 

系就
5遠 3.09(0.86) 1111 

潤滑油量(I) 4.0 

4.17(1. 16) 令却水量 (t) ●, 5 サブタンクを含
6速 •ず

性 進 7速 7.3'(2.04) 充電発電盪IV署） 12-200 

8速 10.08(2.80) 電気
始0免電橙Iv..) 12-1.6 走 系統

9速 14.69(4.08) 最高遼度 詈電池{V舶I 12-75 
行

餞 2l 逗逗
1.14(0.31) 

主クラッチ 乾式単根
ダイヤフうムク

3 12(0.86) g ラッチ

I 速 道 3速 10 16(2.82) 変逗畿澗滑慮量 ［ヽ｝ 29 24 

l速 0.13(0.03) | E 差動豪置形式 傘薗車式（デフロック付）

度 部
2速 0.18(0,05) 粁減速機形式 平歯車

km/h 
前 3逗 D,25(0.07) 

前 輪 5.00-15 I 7-16 
ク
4速 0.37{0.10) 走

一
リ

怯 輪 12.4-24 ハイラグ(m／譴c)

少 5速 0.5110.14) 行
かじ取装置 ポールスクリュー式

能 ＾ ご＇進
6逗 0.69(0.19) 装

7速 1.21 (0.33) 足プレーキ 儘械式湿式ティスクプレーキ
シ 置
ヨ 8速 1.66(6.<6) 駐車プレーキ ペタルロック式
ン
9遼 2.2,(0.62) ,.，， JI-• 夕、水温釦~｀フ 9 ．リシ

ャバイロ・ン t-ラ:,.プ` チャージ
後 1速 0.19(0.05) : バイロットランプ｀オイルバイ

ロットランフ'.I!'糾計．前隈灯．
道 2逗 0.5110.14) 

＇ 
甘号目及U!同羞i ホーン、方向指示灯．＊量パイ

!.67 (O_ 46) ロット弓ンプ` バッテ＇J濱量91t3速 ●パイロ・ソ t-うンブ．サーモバイ

全長 (m) Dアリンクまで
Clットランブ．,,ッシュうンプ、

2865 リフトアップランプ，畦享ランプ

全幅（檬準性能）（=I 1410 回転；；向 右回り

機 全高 (~I 1520 パックミう一3で 月馳 寸 法（-) 35(~s軸）

体 輪距 (=) 1510 1525 悶軸回転速度(,pm) 574、698、958、1293

寸
軸

前輪(m) 990 1085 その他駆勧部 なし

法
輪 距

後輪(m) 1075-1375(4段） けん引藝置形式 ピン固定式

量低地上高(-)
360 39D 

:i 
姜葦羞量の履覆雙丹 3点リンク JISI形

（ミッシaン低薗） (7Dントア9スル）
喜準D-9’9積幅 （ー） RSB -I 502. RCB: 1502 

嶽この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあり2す．
油圧制御方式 ポジションコントロール付



仕様

FX2es(Dl 

形 式
項 目 憧考

F'X265 FX云迎

形 式
項 目

FX:ぉ5 I FX2650 111 考

車両重量 (K9) 1030 1105 3P付 銘柄型式 3TN884-RN 

重
百菫('9)

前鶴 475 540 穫 類 ディーゼル

後輪 555 認5 冷却方式 水冷ラジエタ

量 附荷重量 後輪 25X. アタッチjン| シリンダ数 3 

(k9) 
本体 zox 2 ア 9•I テメン t 機

内径 x行程（ー） 84X88 

喪閲出力 (PS/,pm) 26！碑 鯰拮気量 (cc) "63 
-

形 状 ホイールトラクタ 噴射ポンプ ポッシュ

寛 種 小型特殊自動車
燃料
噴射弁形式 ホーJレ

系絞
1運 OSO(0．22) 燃 粒 ャンマー蓄迪またはデ.,.ーゼル襄

2速 1.14(0.31) 
燃料タンク界量(!) 25 

前 3速 1.53(0,42) 

4連 219(O.60) 

5速 3.09(0.86) 

潤滑 澗滑方弐 トロコイドポンプ圧送式

系統 澗滑油量(9) 4.0 製

6遠 4.17(1.16) 冷却水量(!) 4, 5 サプタ・,,,.ク喩富
ます

性 造 J逗 7.13(1.91) 充亀発電璽（いり） 12-200 

走
8；；； IO-88{2．即）

9遅 94.69 (9.08) 呈高速度

1電気
始勧g電璽l¥4¥¥1) 12-!.6 

系就

蓄電えIV-則 |2-75 

行

1I 1 径這

l速 1.20(0.33) 

2逗 3.26(0.90) 

速 3逗 IO. 16(2.82) 

I 
l速 0.13(0.03) 

度
2速 0.18(0.0S) 

主クラッチ 乾式単板
ダイヤフラムク
ラ・9チg 

変返饗罰滑“'(,) 24 I ?• 

E 差動装置形式 傘曾軍式（デ7ロック付）
部
柊減運機形式 干菌寛

km/h 
前這 0.25(0.0l) 
ク
リ 4速 0.36(0.10) 

(m/se<) 
少 5速 0.51 (0. I<) 

能 ら
S逮 0.69(0.19) 

7速 1.17(0.32) 
シ

走 1車輪
前 輪 5.oo-15 | 1-16 
慎 輪 12．か24 ハイラグ

行
かじ政藝置 ボールスクリュー式

装
足プレーキ 檄温式ディスクプレーキ

置
ヨ 8逗 1.66(0ヽ 6)

と 9速 2.29(Oふ2)

駐車プレーキ ペタルロック式

アワメータ、ォ心訳•ュアうッシ

！速 0.19(0.05) 

違後 2 速 0.51 (0.14) 

3逗 1.67(0』6)

ヤ 9tfCl ゥ t う:;..プニチャ-•ジ

i 
ハイロ・グト弓ンプ` オイルバイ
口，．9『うン内プ．藷燃飛糾灯け． 蔚際灯．

廿喜璽〗び昂月II ホーン．万 水量パイ
ロッ tランプ`パッテ＇）漉量 ...tt
重バィロットそンプ99ーモバイ

全長 (-) 2865 oァ・1ン9まで
口』9｝ランプ、ダウシュランプ、
’iフトアップサ:;..,プAむ藝うンプ

全幅（標準性能）（mm) 1410 回転方向 右回り

機．全高 (n,) 1 5?0 バッ9ミうーまで 苔軸 → 法(-) 35(JIS軸）

体 馳距 ｛町） i5i0 1525 塁軸回転速度(rpm) ”9、598,958.1293
寸 前輪(m) 990 1085 

法
輪 距｀

後輪（螂） 1075-1375(4段）

論
その他駆動郎 なし

けん引羨置影式 ピン国定式

最低地上高(-)
360 320 

｛ミ7ション低為l{9n:.,””~•l 

豪この仕撮9れ改良などにより．予告なく変更TることがありまずC
:』; 
複奮羞Iの樟員璽g 3点リンク JISI形

馨暴0~9’1惰蝙 ｛而） RSB: 1502、RCB:iso2

油圧制御万式 ポジションコントロール付
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標準付属品

品 名 個数 仕様 品 番 個数 適用

両ロスパナ I 8 X 10 納入機械安全説明書 | 

＂ l 12X 14 愛用者カート・ l 

" l 17X 19 保証書 I 

” l 22X24 PTOシャフトカパー I 

メガネレンチ l 17X 19 パックミラーステー l組

キセルレンチ l 26 ポールソケットビン ヽ 2 ロータリナシのみ

プライヤー I 150 プラケット仕組(UFO/士様） l組 アタッチメント用

ネジ回し I さしかえ式 カップリング仕組(UFO仕紐） l組 ロータリナシのみ

グリースポンプ l UFO銘板(UFO仕様） I ロータリナシのみ

スタータキイ 2 ドッグクラッテ（クィックヒッチ仕様） | アタッチメント用

取扱書 I 
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配練図(OK-UFO仕様）
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配繍色 （例）

WB 
w：白 頃：著葉 バンドマーク

B：黒 p ：桃
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G ：緑 Dg：晴縁

L:'II! Ch：鴬茶
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◎ヤンマ—霞機株式芸社
本 社〒530大阪市北区茶屋町 1 番 3 2 号

.. x (06) 372-6262 

東京支社〒104東京都中央区八重が12 丁目 1 番 1号
電話東京 (03)275-4955 代表 FAX (03) 275-112' 

札幌支店〒060札幌市中央区北 1l!l条酉 2丁目 1番地の 3
電括札幌(OIi)221-6138 代表 FAX (OIi)221-6235 

仙台支店〒983仙台市若林区 6 丁目字桜町 9 番地
電話仙台(022)288-7711大代表 FAX (022)288-8972 

秋田サービスセンター

〒010秋田市茨島 1 丁目 l 薔 3 4 号
電話秋田(0188)64-1880 F>¥X (0188)64-3151 

東京支店〒362埼王県上慮市春日 IT目 3 2 - I 
電話上厖(0487)76-3211 代表 FAX (0487)76-3888 

新潟支店〒940新易県長岡市城岡 3 T 且 3 I番 3 号
電話長岡(0258〉24-7920 代表 FAX (0258)2、-6114

金沢支店〒920-01石川県金沢市今町ワ 4 8 番地
電話金沢(0762)57-3800 代表 FAX (0762)57-6410 

中部支店 〒503-11岐阜県養老郡養老町船附 I5 2 0番地(J) 1 
電話養老(05843)5-1141大代表 FAX (05843)5-2299 

大阪支店〒530大阪市北区茶屋町 1 番 3 2 号

電話賑売部大阪 (06)376-6351
系統部大阪 (06) 376-6353 
営業技情課 大阪 (06) 376-6355 

FAX (06) 372-1165•(06) 372-2455 

岡山サービスセンター

〒702岡山市輝崎 5 7 0 - I 

電話営業技術諜 岡山 (0862)7 6-8 I 7 I 
特機作業機課 岡山 (0862)7 6-8 I 7 3 

FAX (0862) 7 6-8 I 7 4 

電話系統謀岡山 (0862) 7 6-8 I 7 6 
"X (0862)76-8175 

濯岡支店 〒812福岡市博多区博多釈前3T目2番1号（日本生命ピル49昔）
電話福岡(092)441-0921大代表 FAX (092)481-3477 

1. 6（中Ill紙示）
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